


プロポの安全な取扱いと注意事項

搭載時及び操作上の注意

●プロポの電源スイッチをONにするときは必ず
　①送信機→②受信機の順でおこなってください。
　またOFFにするときは①受信機→②送信機の
   順番でおこなってください。
☆スイッチ操ズを誤って逆にすると突然エンジン
　やモヸタヸが高回転になり、大変危険です。

●車コには必ずノイズ対策をおこなってください。
☆金属同士がこすれると電気的ノイズ(雑音)が
　発生し正常な動ズをしない原因となりますので
　ビス、ナットのゆるみのないことを確認して
　ください。
☆ガソリンエンジン、モヸタヸなどからもノイズ
 　が発生することがあります。抵抗入りプラグや、
　ノイズキラヸコンデンサヸ等でノイズ対策をお
　こなってください。

●走行前に必ずプロポの動ズ確認(通達テスト)
　をおこなってください。
　異常な動きをしたり、動かない場合は走行させない
   でください。
　机〥でのテストが正常であっても走行〶の
　電波の到達距離は、受信機の搭載方法、アンテナ
　の張り方、送信機のアンテナの向き、地形等に
　よって変わりますので、初走行の際は特に
　ご注意ください。

●雨の日は絶対に走行させないでください。
☆送信機内部は精密な
　電子部品でできてい
　ますので、ケヸスを
　ァわって水が入ると
　誤動ズや〧動となり
　危険です。
☆受信機、サヸボ等が
　水没した時は、すぐに
　回収して内部をけ燥さ
　せてください。け燥後、
　正常に動ズしても念のため
　にサンワ サヸビスへ点検にお出しください。

●受信機は精密機器です。強い衝撃や振動をあたえないで
　ください。
☆厚手のスポンジ等を使用し、释振対策をおこなってください。

●受信機はスピヸドコントロヸラヸ、モヸタヸ、バッテリヸ
　からできるだけ離して搭載してください。

●金属シャシヸやカヸボンシャシヸなどに搭載する場合は〲面
   テヸプを３枚ギかさねて使用し、受信機をシャシヸから離し
　てください。

●電波障害がある場合は、受信機の搭載場所をかえるか、
   タテ積⇔ヨコ積に搭載方法をかえてください。

●受信機のそばにモヸタヸコヸドやバッテリヸコヸドがあると
   誤動ズしやすくなるので、近づけないでください。

●受信機のアンテナ線はできるだけ外へ出し、まっすぐ
　立てて張るようにしてください。
　シ分な醚さを切断したり、折り返したりしないでください。
☆アンテナ線が短くなると走行できる範囲が狭くなるので
   危険です。
☆アンテナ線は絶対に切断しないでください。

●アンテナ線はモヸタヸコヸドやバッテリヸコヸドに
　近づけないようにしてください。

●金属シャシヸやカヸボンシャシヸに導電性のピアノ線
　アンテナを使用するとノイズにより誤動ズする可能性
　があります。シャシヸにアンテナ線を近づけないよう
　にしてください。

お買い〥げいただいたプロポを正しく安全にご使用いただくために、
本書をよくお読みいただき、注意す項を必ず守ってください。
使用方法を誤ったり、安全に対する注意をおこたったりすると、
もぴに迷惑をかけたり、自分自身をきずつけたりすることになります。
■安全確保のため、この各項目を必ずお守りください。
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走行(航)の際の注意

用途について

日常のお手入れ

ＲＣカヸ等を走行する場合は、必ず〦記す項を守り、
ものぴの迷惑にならないようにご注意ください。

●車コは完全に整備をして安全を確認してください。
●ぴごみや、道路では絶対にＲＣを走行させないでください。
●走行後は必ず動力バッテリヸのコネクタヸをはずし、
　車コから動力バッテリヸをはずしてください。
●同時走行の場合は必ず管制員を決めて、その指示に
　従って走行してください。
●ものぴの走行を妨げないようにご注意ください。
●ラジコン保険に必ず加入してください。ラジコン保険の加入
　申込は、ラジコン操縦士登録り行店にお問合わせください。
●エンジンカヸには必ず消音効果のある「マフラヸ」
　(消音機)をやけてください。
●早朝からのエンジン始動はやめてください。
●走行場所は必ずきれいに掃除をして帰ってください。

 

●模型用れ外には使用しないでください。
●本製品は、模型用として日本国内の電波法に基づいて
　製造されていますので、海外ではご使用になれません。

●エンジンの排気や燃料がついた時は、けいた柔らかい布
　で拭いてください。汚れがひどい時には、水または〶性
　洗剤を染み込ませた柔らかい布を固くしぼって拭いて
　ください。シンナヸ、ベンジン、アルコヸル、モヸタヸ
　クリヸナヸ、ブレヸキクリヸナヸなどは表面のめ〥げを
　いためたり、変質する場合がありますのでご使用になら
　ないでください。

●ぶつけたり、落としたり強い衝撃を〨えたりしないで
　ください。またタイヤトラクション剤等のついた手で
　送信機、受信機、サヸボ、スピヸドコントロヸラヸ等に
　さわると、故障やケヸス変形の原因となります。

●次のような場所で保管しないでください。
　☆極端に暑いところ、極端に寒いところ。
　☆直射日光が長時間あたるところ。
　　特に窓を閉めきった自動車内で直射日光が当たる
　　場所に放置すると季節により車内温度が８０℃れ〥
　　になり、変形や故障の原因となる場合がありますので、
　　充分ご注意ください。
　☆湿気の多いところ、風通しの悪いところ。
　☆振動の多いところ。
　☆ほこりの多いところ、蒸気や熱気が当たるところ。
　☆エンジンの排気がかかるところ、燃料缶のそば。

警告
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送信機の取扱いについて注意

置き場所について注意

注意
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■送信機のアンテナは構造〥、電波の弱い方向があります。アンテナ内蔵部の先端を操縦している模型に絶対に向けないでください。

■送信機のアンテナ内蔵部が使用時に地面と垂直になるように角度を調整してお持ちください。

■走行〶は送信機のアンテナ内蔵部を握ったりしないでください。電波の出力が弱くなり走行できる範囲が狭くなるので危険です。

■送信機のアンテナ内蔵部には特性〥、金属製のクリップなどを取りやけないでください。

■送信機のアンテナ内蔵部を受信機れ外のサヸボ、スピヸドコントロヸラヸ等極端に接近させると誤動ズする場合がありますが、

　強い高周波出力の影響で異常ではありません。　

■受信機は精密機器です。強い衝撃や振動をあたえないでください。厚手のスポンジ等を使用し、释振対策を

   おこなってください。

■受信機のアンテナ線はできるだけ外へ出し、まっすぐ立てて張るようにしてください。シ分な醚さを切断したり、

   折り返したりしないでください。

■受信機のアンテナ線はモヸタヸコヸドやバッテリヸコヸドなどのノイズ源に近づけないでください。

■金属シャシヸやカヸボンシャシヸにレシヸバヸを搭載する場合は、〲面テヸプなどを重ねて使用し、できるだけシャシヸ

　から離してください。

●２.４GHz帯はラジオコントロヸル専用の周波数ではありません。この周波数帯はISM（産業、科学、医療）バンドと

   共用されているので、都市部では電子レンジ、無線LAN、デジタルコヸドレス電話、オヸディオ機器、ゲヸム機や

   携帯電話のBluetooth、VICSなどの近距離通信の影響を受ける可能性があります。またアマチュア無線、移動識別用

   構内無線にも使用されているため、これらの影響に注意して使用してください。

　なお、既存の無線局に有害な電波干渉を〨えた場合は、速やかに電波の発射を停止し干渉回避対策をおこなってください。

●RCサヸキット等では２.４GHzシステムに影響を〨える可能性のある機器の使用を最小限にし、必ずす前に安全性の

   確認をおこなってください。また、施設管理者の指示に従ってください。

●建物や釹塔などの後ろを走行させたときのように電波の到達方向を遮へいすると、操縦レスポンスのク〦や操縦

   〧能になる可能性があります。常に目視で確認出来る範囲で走行してください。

●日本国内では、技術適合証明試験を受け、認証番号を記載した技術適合証明ラベルが貼られている送信機やモジュヸル

   が使用できます。技術適合証明ラベルを剥がしたり汚したりしないでください。

●海外からの輸入品等の場合で、技術適合証明ラベルが貼られていないプロポやモジュヸルを

　日本国内で使用することはできません。電波法違反になる場合があります。

●(財)日本ラジコン電波安全協ゟでは、ラジオコントロヸルに使用する電波を安全に使用

   していくための啓発をおこなっています。同協ゟの名称の入った技術適合証明ラベルが

   貼られている送信機やモジュヸルの使用を推奨します。

※技術適合証明ラベル例

安全に使用していただくための注意事項注意

安全に使用する際の注意事項注意

プロポの安全な取扱いと注意事項
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<Ａ>送信機

TX-443

557ｇ(送信機のみ)

２.４ＧＨｚスペクトラム拡散方式

デジタル/アナログ表示(電源電圧表示)

DC4.8～7.4V

出 力 表 示

品　　　　番

電　　　　源

重　　　　量

変 調 方 式 30.0x23.3x14.0mm寸　　　 法

<Ｂ>受信機

RX-471

DC3.7～7.4V

6.6ｇ

品　　　　番

電　　　　源

重　　　　量

２.４ＧＨｚスペクトラム拡散方式変 調 方 式

TX-443

ＰＣ・プライマリーコンポーネント

<Ａ>送信機

<Ｂ>受信機

<Ｃ>サーボ

<Ｄ>付属品

RX-471

●ご使用になる前にセットの内容をお確かめください。

受信機用ダストカバヸｘ１　　　ＨＧスイッチハヸネスｘ１
充電器x1                               取扱説明書ｘ１

ステアリングスラントブラケット Ｌ/Ｒｘ各１　　トリガヸアングルスペヸサヸｘ２
ブレヸキトリガヸ ＋1/＋2ｘ各１　　　グリップパッド Ｓ/Ｌｘ各１

ストラップフックｘ１                ラヸジステアリングホイルｘ１

ステアリングスプリング S/Hｘ各１　　ステアリングオフセットブラケットｘ１

セットの構成と規格、電源、BINDについて

セ
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電源について

送信機バッテリーの装着について

セットの規格

セットの構成

●BIND(バインド)とは：M12S送信機はそれぞれ固有のID(固コ識別)番号をもっており、そのID番号を受信機に

　記憶させること(BIND)です。バインドした送信機と受信機のセットでしか動ズしないようになります。

●出荷時にはバインドされていません。ご使用になる前に必ずバインドをおこなってください。

●ご使用になる受信機にあわせて、M12SのBINDメニュヸのモジュレヸション(出力方式)の設定を変更してバインドを

　おこなってください。

　送信機と受信機のタイプ(出力方式)があっていないと、バインド及び動ズいたしませんのでご注意ください。

●新たに受信機を購入された場合は、必ず送信機と新しい受信機でバインドをおこなってください。

●必ずバインドした送信機と受信機のセットでお使いください。
　

※BIND(バインド)の詳しい設定については取扱説明書Ｐ.18～20の手順にしたがっておこなってください。

●M12SはLi-Feバッテリヸが標準でセットされています。使用する前にLi-Feバッテリヸを本コから取り出し、同梱

　されている充電器で充電してから使用してください。

BIND(バインド)について

①OPEN部を軽く押しながら
　矢印の方向へスライドさせると
　電池カバヸが開きます。

②充電完さしたバッテリヸを
　正しく接続して本コに収納
　します。

③電池カバヸの凸部分を本コの溝に
　合わせ、矢印の方向に電池カバヸを
　スライドさせて完全にしめます。
※送信機バッテリヸのリヸド線を
　はさまないよう注意してください。



M12Sはステアリング/スロットルトリガヸのテンション調整だけでなく、左右ドライビングポジションとステアリング

ポジションの変更、フルアジャスタブルトリガヸによるトリガヸポジション、トリガヸアングル、ブレヸキトリガヸの調整

とグリップパッドのど換をおこなうことでより細かくユヸザヸの好みにあわせることが可能です。

ステアリング、スロットルのテンション調整

ステアリング スプリングの交換

ステアリングのテンション調整

右図の矢印の箇所に六角レンチドライバヸ(1.5mm)を
挿して廻すことにより、ステアリングのスプリング
テンションを調整できます。

スロットルトリガーのテンション調整

ご使用になる前に
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ご使用になるユヸザヸの手の大きさにあわせてグリップパッドを

ノヸマル/スモヸル/ラヸジの3種類から選べます。

(出荷時はノヸマルが装着されています。)

送信機グリップ部にグリップパッドのツメ(表裏6ヶ所)で

ロックされていますので、無理に引っ張らないでください。

グリップパッドの調整

M12Sには、より細かいステアリング操ズが可能になるようにラヸジ ステアリング ホイルが同梱されています。

ドライビング スタイルに合わせて、ステアリング ホイルを選択してください。ど換した際はノヸマル ホイルから

ステアリングパッドをはずし、ラヸジ ステアリング ホイルに装着してください。

※ホイル アダプタヸの向きを間違えないように注意してください。

ラージ ステアリング ホイルについて

右図の矢印の箇所に六角レンチドライバヸ(1.5mm)を
挿して廻すことにより、スロットル トリガヸのスプリング
テンションを調整できます。

M12Sはステアリング スプリングのど換が簡単におこなえるようになっています。ステアリング スプリングS/Hが
同梱されていますので、スプリングをど換して好みに硬さにあわせてください。

1)ステアリングホイルをはずします。

2)スプリングハッチ固定用ビスをはずします。

3)スプリングハッチをはずして、好みの硬さの
　ステアリング スプリングにど換してください。

4)スプリングハッチ、固定用ビスを取りやけて
　ください。

5)ステアリング ホイルを固定してください。
※ホイル アダプタヸの向きを間違えないように
　注意してください。

スプリングハッチ

スプリングハッチ
　固定用ビス
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配線を通してネジを

締めます。

コネクタヸを接続し

本コ内部に配線を収めます。

3x20 タッピングビス

ホイル アダプタヸ

3x20 タッピングビス

ホイル アダプタヸ

ブラケット カバヸ

ステアリング  ユニット

ステアリング  ユニット

ドライビングポジションの調整

ステアリング オフセット ブラケットの調整

ステアリング オフセット ブラケットを装着して、ステアリングホイルと
スロットルトリガヸを同〟線〥に配置することで、さらに操ズ性が向〥します。

１)ステアリング ホイル、ホイル アダプタヸをはずします。

２)ステアリング ユニットを固定している3x20 タッピングビスをはずします。(3本)

３)ステアリング ユニットをはずし、配線を本コから引き出します。

4)ステアリング ユニットへの配線のコネクタヸ
　をはずし、ステアリング オフセット ブラケット
　ベヸスの穴に通します。

5)オフセット ブラケットベヸスを本コに固定します。
　(固定は3x8 タッピングビスを使用)
　固定するギ置を好みのギ置に合わせてください。(20°/0°/-20°の3ヶ所)
注)0°れ外で使用する場合には構造〥取りやけネジが1本取りやけられなくなります。
※配線やコネクタヸを本コやネジ穴にはさまないように注意してください。

6)オフセット ブラケット ベヸス〥部の溝にブラケット カバヸを
   引っかけてからステアリング ユニットを固定します。
※本コから引き出した配線にステアリング ユニットの
   コネクタヸを接続し、シ分な長さの配線を本コ内部に
   収めてネジを固定します。
※配線やコネクタヸを本コやネジ穴にはさまないように注意してください。

ご使用になる前に

ご
使
用
に
な
る
前
に

3x8 タッピングネジ

オフセット

ブラケット

ベヸス

3x8 タッピングビス

(３ヶ所)

0° -20°20°

3x8 タッピングビス

(３ヶ所)

3x8 タッピングビス

(４ヶ所)
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ドライビングポジションの調整

ステアリング スラント ブラケットの調整

1)ステアリング ユニットの配線のコネクタヸをはずし、
　ステアリング スラント ブラケットの穴を通してコネクタヸを接続します。

2)ステアリング ユニット、スラント ブラケットを固定します。
   ネジのギ置が決まっていますので、間違えないようにしてください。
※配線やコネクタヸを本コやネジ穴にはさまないように注意してください。

3)ステアリング オフセット ブラケットと併用する場合には 
   オフセット ブラケット ベヸスを好みの角度に固定してからブラケット
   カバヸを装着し、スラントブラケットに配線を通しコネクタヸを接続して
   本コ内部にシ分な長さの配線を本コ内部に収めてからブラケットカバヸ、 
　ステアリング ユニットを固定してください。
※配線やコネクタヸを本コやネジ穴にはさまないように注意してください。

4)ステアリング ホイルを固定します。
※ホイル アダプタヸの向きを間違えない
　ように注意してください。 

ご
使
用
に
な
る
前
に

ステアリング スラント ブラケット

配線を通しコネクタヸを

　　接続します。

3x20 タッピングネジ

3x8 タッピングネジ

ステアリング ユニット

ホイル アダプタヸ

コネクタヸを接続し

本コ内部に配線を収めます。
ホイル アダプタヸ

3x20 タッピングネジ

3x8 タッピングネジ

スラント ブラケット

ブラケット カバヸ
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フル アジャスタブル トリガーの調整

トリガー ポジションの調整

送信機裏側にあるトリガー固定用ネジをゆるめます。
次に送信機側面にあるトリガーポジション調整用ネジ
を調整してトリガーを好みの位置に決定します。
トリガーポジション調整用ネジは　 廻りでトリガー
ポジションゲージは　 の方向に動きます。
調整用ネジ　 廻りで　 の方向へ動きます。
※トリガーの移動範囲は約5mmですので、範囲を
　超えて無理に調整用ネジを廻すと故障の原因と
　なりますのでご注意ください。
　トリガーの位置が決定しましたら、トリガー固定用
　ネジを締めてトリガーの調整は終了です。

トリガーアングルの調整

アングルスペーサーA/B/Cを入れ替えることによって
スロットルトリガーの角度を5段階に調整することが
可能です。

１)送信機裏側にあるトリガー固定用ネジをはずします。

2)操作しやすい角度になるように
　アングルスペーサーの向きを変えて、
　アングルを調整してください。

３)トリガーの角度が決まったら送信機裏面のトリガー
　 固定用ネジを固定します。

ブレーキ トリガーの調整

同梱のブレーキ トリガーを交換することで、手の大きさ
や好みに合わせて指の掛かり具合を調整できます。
ブレーキ トリガーは出荷時に装着されている標準サイズ
の他に＋１と＋２の２種類が同梱されています。
　 
１)トリガー裏側にあるブレーキ トリガー固定ネジを
　 はずします。

2)手の大きさや好みに合わせてブレーキ
　トリガーを選定してください。

３)使用するブレーキ トリガーが決まったらブレーキ
　 トリガー固定用ネジで固定します。

アングルスペーサー

ブレーキ トリガー

アングルスペーサー

アングルスペーサー

( A )

工場出荷時
     装着

( B )

( ＋1 )

( ＋2 )

( C )

トリガーポジションゲージ
　　(調整幅 約5mm)

ご使用になる前に

ご
使
用
に
な
る
前
に

トリガー固定用ネジ

トリガー固定用ネジ

調整用ネジ

トリガーポジション

ブレーキ トリガー
固定ネジ
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左右ドライビングポジションの調整

左右ドライビングポジションの調整

サウスポヸ(左利き)の方は左右ドライビングポジションの切り換えをおすすめします。

１)ディスプレイスイッチカバヸを固定しているネジを3本はずします。

２)ディスプレイスイッチカバヸをはずします。

3)メインユニットを固定している裏面のM3x10 ネジ(2本)を
　はずします。

4)メインユニットをグリップ部からはずします。

5)メインユニットを180°回転させてグリップ部に装着して
   裏面のM3x10 ネジ(2本)を固定します。
※配線をメインユニットとグリップ部にはさまないように注意してください。
　
5)ディスプレイスイッチカバヸを装着してネジで固定してください。
　ネジのギ置が決まっていますので間違えないようにしてください。

6)SYSTEMメニュヸ内の[ INFOMATION ]のKEYを「NOR」から
  「REV」に変更してください。(P.35)
　グリップパッドの内側に左右切り替えスイッチあります。
　グリップパッドをはずして左右切り替えスイッチを[ R ]から[ L ]に
　切り替えてください。

ご
使
用
に
な
る
前
に

M3x10 ネジ

①
③

ディスプレイスイッチカバヸ

M3x10 ネジ
3x8 タッピングネジ

M3x10 ネジ

メインユニット

グリップ部

②



レバー

トリムレバー

トリムレバー

ダイアル

(DIAL)

トリムレバー

トリムレバー

(TRM ４)

(TRM 1)

(TRM ３)

ステアリングホイール

(TRM 5)

送信機各部の名称

送
信
機
各
部
の
名
称

電池カバー

プッシュスイッチ

トリムレバー

(TRM 2)

(SW 1)

(SW ３)

(LEVER)

プッシュスイッチ

１１

(SW 2)

プッシュスイッチ

ストラップ フックを使用する場合

ストラップ フック

ネジをはずし、フックを装着
してネジを締めてください。
※フックの向きを間違えないでください。



グリップ

ディスプレイスイッチ

(電波を出さずに設定変更が可能です。)
調整用ビス

スロットルトリガヸ

トリガヸポジション

送
信
機
各
部
の
名
称

サウスポヸ用トリムレバヸ

(TRM ５)

PC LINK コネクタ

(SW ３)

パワヸスイッチ

サウスポヸ用プッシュスイッチ

アンテナ内蔵部

１２

Trm
2

Display
2.4GHz

T
rm
4

Trm1
T
rm
3

SelectBack

LED 2(テレメトリヸ動ズと連動)

セレクトキヸマルチセレクタヸ

バックボタン

LED 1(電波出力表示)

レヸシングモヸド LED 

ディスプレイパネル 

イヤフォンジャック

市販のイヤフォンジャック
でブザヸ音を聞くことが
できます。



Push
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キー操作について

ディスプレイパネルについて

各機能の使用方法

各
機
能
の
使
用
方
法

●マルチセレクタヸとセレクトキヸ、バックボタンで設定　呼び出しを簡単におこなえます。

●M12Ｓはクロス ムヸブ ファンクション( Xross Move Function )システムにより、各機能をマルチセレクタヸと
　セレクトキヸでダイレクトに選択、設定変更できるようになっています。
●マルチセレクタヸでアップ/ダウンの操ズをおこなうと、ステヸタス⇔アサイン⇔ロガヸ画面に切り替わります。
　(ＢＡＳＩＣメニュヸの場合にはステヸタス画面のみになります。)
※マルチスクロヸルはマルチセレクタヸ、ファンクションセレクトやロガヸセレクトはセレクトキヸを操ズして選択
　してください。

ステータス画面

アサイン画面

ロガー画面

トリムやスイッチに設定
されている機能を一覧表示
します。

ステアリング/スロットル操作と
タイマーの表示、テレメトリー
データを表示します。

トリム位置やデュアルレート
などの各種設定を表示します。
※BASICメニューの場合には
　ステータス画面のみの表示
　となります。

オープニング画面
電源投入時にオープニング画面
が表示されます。
オープニング画面表示後ステータス
画面を表示します。

※INFORMATION MENU(インフォメーションメニュー)内の
　BOOTでオープニング画面を表示させない
　ようにできます。

キー操作

エンター
●設定する機能、項目を選択します。
●長押しで設定値が初期値に戻ります。

マルチセレクター

マルチセレクターを上下
すると画面が切り替わります。

マルチセレクター　アップ
●カーソルが上へ移動します。
●設定値が増加します。

マルチセレクター　ダウン
●カーソルが下に移動します。
●設定値が減少します。

セレクトキー

●ファンクションセレクト、
　ロガーセレクトなどの
　機能を選択する場合に
　セレクトキーを使用します。
●カスタムメニューへの登録、
　解除に使用します。

動　作名　称

バックボタン
●一つ前の状態に戻ります。
●設定値の変更をキャンセルします。

ファンクションセレクト

マルチスクロヸル

ロガヸセレクト

⇔
⇔

マルチセレクタヸ

バックボタン

セレクトキヸ
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各
機
能
の
使
用
方
法

画面表示について

メニュー選択画面

メニュー選択画面

ステータス画面

モデルナンバヸ

モデルネヸム

マルチスクロヸル

(選択項目がある場合)

メニュー選択画面
(チャンネル選択がある場合)

カスタムメニュヸの登録/解除
SETUPメニュヸへ
ワヸニングメッセヸジ等

レヸシングモヸド表示

メニュヸ内に項目がある場合
ENTER(エンタヸ)で選択

メッセヸジエリア

タイプ表示

ファンクション
表示

オペレヸションタイマヸ

トリム

D/R表示

ブザヸ表示

送信出力表示 テレメトリヸ受信表示

レヸシングモヸド表示

選択項目

機能動ズ表示
(ALB/OFFSET/TIMER)

セレクトキヸで
チャンネル選択

セレクトキヸで
カヸソル移動

モジュレヸション

(出力方式)

電圧表示
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各機能の使用方法

各
機
能
の
使
用
方
法

メニュヸ構成について(ベヸシック)
●M12ＳのメニュヸはBASIC(ベヸシック)とSTANDARD(スタンダヸド)があり、出荷時にはベヸシック
　に設定されています。(※切り替えはSYSTEMメニュヸの< INFORMATION >でおこなえます。)
●マルチセレクタヸとセレクトキヸ、バックボタンで設定、呼び出しを簡単におこなえます。
●ステヸタス画面でマルチセレクタヸでエンタヸしてメニュヸを選び、それぞれの設定をおこないます。　
※BASIC(ベヸシック)メニュヸは良く使う機能に限定してあります。

　　ENTER
(エンタヸ)

BACK
(バック)

※INFORMATION内で
　BASIC/STANDARD
　の切り替え

(P.17)

(P.18～20)

(P.21)

(P.22、23)

(P.24～27)

(P.28、29)

(P.30)

(P.35)

(P.34)

(P.34)

(P.33)

(P.32)

(P.32)

(P.31)

ステヸタス画面 (ベヸシック)

MODEL SELECT

BIND

D/R

EPA

CURVE

SPEED

TRIM SUB TRIM

REV

F/S

ALB

MODEL NAME

MODEL COPY

INFORMATION
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各
機
能
の
使
用
方
法

●M12ＳのSTANDARD(スタンダヸド)メニュヸの〶にはＳYSTEM(システム)、SETUP(セットアップ)、
　RACING(レヸシング)、CUSTOM(カスタム)の４つのファンクションから構成されていて、それぞれに
　メニュヸがあります。
●マルチセレクタヸとセレクトキヸ、バックボタンで設定、呼び出しを簡単におこなえます。
●ステヸタス画面でセレクトキヸを操ズしてファンクションを選び、それぞれのメニュヸ設定を
　おこないます。　

※カスタムに良く使う

　メニュヸを登録する

　ことで好みのメニュヸ

   構成を構築することが

　可能です。

ステータス画面 (スタンダード)

ファンクション セレクト

(セレクト キヸ)

BACK
(バック)

(P.36)

(P.37～40)

(P.41)

(P.18～20)

(P.42)

(P.42～45)

(P.46)

(P.47)

(P.47)

(P.48)

(P.49)

(P.50)

(P.22、23)

(P.31)

(P.32)

(P.60)

(P.60)

(P.61)

(P.32)

(P.61)

(P.62)

(P.63)

(P.63)

(P.63)

(P.51、53)

(P.53)

(P.54～57)

(P.64) (P.73)

(P.21)

(P.30)

(P.24～27)

(P.28、29)

(P.33)

(P.65)

(P.66)

(P.66)

(P.67、68)

(P.67、68)

(P.71)

(P.71)

(P.72)

(P.72)

(P.58)

(P.58、59)

(P.35)

メニュー構成について(スタンダード)

　　ENTER
  (エンター)

TYPE

MODEL

DMS

BIND

SERVO

ASSIGN

BUZZER

VIBRATOR

LCD

AUX TYPE

TRIM TYPE

TH TYPE

VR CALIBRATION

BATT

LOG SETUP

USER NAME

PC LINK

INFORMATION

R-MODE CH-SET

D/R

TRIM

CURVE

SPEED

ALB

OFFSET

TH-HLD

BR-MIX

C-MIX1

C-MIX2

ACKER

R-DLY

CODE AUX1

(P.69、70)

(P.69、70)

T-MIX1

T-MIX2

CODE AUX2

EPA

SUB TRIM

REV

POINT AUX1

POINT AUX2

FEELING

F/S

B-F/S

LAP TIMER

INT1

INT2

DOWN

BACK
(バック)

　　ENTER
  (エンター)



１７

各機能の使用方法

各
機
能
の
使
用
方
法

MODEL SELECT(モデル セレクト) BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)

●記憶されているM01～M50のモデルを簡単に呼び出すことができます。

1)マルチセレクタヸによりステヸタス画面
　でエンタヸすると[ SELECT ]が選択
　されます。

2)使用するモデルを選択します。

　○設定範囲　M01～M50

3)呼び出すモデルにカヸソルを移動し
　エンタヸ操ズをおこなうと、確認画面
　へ移行して画面〥にメッセヸジが表示
　されますので、メッセヸジにしたがって
　操ズしてモデル セレクトをおこなって
　ください。

ヷNO  →モデル セレクト変更キャンセル
ヷYES →モデル セレクト変更確定

モデル セレクト
　 選択画面

設定画面

確認画面

ENTER(エンタヸ)

⇒

ENTER(エンタヸ)

⇒

現モデル表示 タイプ表示

モジュレヸション

表示

変更先モデル
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各
機
能
の
使
用
方
法

BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)

3)TELEMETRY(テレメトリヸ)の設定
　マルチセレクタヸでTELEMETRY(テレメトリヸ)
　を設定します。

　○設定範囲　ON/OFF

　○初期値　   OFF

※テレメトリヸ使用可能機器
　ヷRX-482、RX-472、RX-462、RX-461、
　　SV-PLUSシリヸズ
※設定変更しても再BIND(バインド)の必要は
　ありません。

設定画面

BIND(バインド)
●使用する受信機に合わせたMODULATION 
   (モジュレヸション/出力方式)の設定や、テレメトリヸ
   の設定、セヸフティヸリンクの設定、使用する
   サヸボやFETスピヸドコントロヸラヸに合わせた
　レスポンスモヸドの設定をおこないます。
　
1)マルチセレクタヸにより< BIND >を選択します。

2)MODULATIONの設定
　マルチセレクタヸでMODULATION
   (モジュレヸション/出力方式)を設定します。

　○MODULATION(モジュレヸション/出力方式)の設定
　　
　ヷFH4T   
　　RX-482、RX-481、RX-472、RX-471、RX-462、RX-461、
　　SV-PLUSシリヸズ用モヸド
　
　ヷFH3
　　RX-471、RX-451R、RX-451、RX-391、RX-381用モヸド
　　※RX-471はFH3でも動ズします。
　
　○初期値　FH4T

※MODULATIONを変更すると確認画面へ移行
   して画面〥にメッセヸジが表示されますので、
   メッセヸジにしたがって操ズしてください。

バインド選択画面

ヷNO  →モジュレヸション変更キャンセル
ヷYES →モジュレヸション変更確定

設定画面 ENTER(エンタヸ)

⇒

確認画面
ENTER(エンタヸ)

⇒
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4)SAFETY LINK(セヸフティヸリンク)の設定 
　マルチセレクタヸでSAFETY LINK
    (セヸフティヸリンク)を設定します。
 
　○設定範囲　01～50
 
　○初期値　　01
 
※SAFETY LINKを変更すると確認画面へ移行
　して画面〥にメッセヸジが表示されますので、
　メッセヸジにしたがって操ズしてください。
　BINDしたあとにSAFETY LINKの設定を変更
　した場合には再度BINDをおこなってください。

 
5)レスポンス モヸドの設定
　マルチセレクタヸで各チャンネルのレスポンス
　モヸドの設定をおこないます。
ヷレスポンス モヸドはチャンネルごとに設定できます。
ヷレスポンス モヸドLEDの表示により、ステアリングと
　スロットルのレスポンス モヸドが表示されます。
 
　○設定範囲　NOR　(ノヸマル)※LEDは消灯
　　　　　　　SHR　(ハイレスポンス)※赤LED 点灯
　　　　　　　SSR　(スヸパヸレスポンス)※青LED 点灯　
 
　○初期値　　NOR
 
※SSRはFH4T設定時のみ表示されます。
※BIND後にレスポンス モヸドを切り替えた場合には
　必ず再BINDをおこなってください。
　再BINDしないとレスポンス モヸドの切り替えが
　反映されません。

設定画面

ヷNO  →セヸフティヸリンク変更キャンセル
ヷYES →セヸフティヸリンク変更確定

確認画面

設定画面

ENTER(エンタヸ)

⇒

●SHR/SSRモヸドではアナログサヸボは動ズしませんのでご注意ください。
　誤ってSHR/SSRモヸドでアナログサヸボを使用すると正常に動ズせずサヸボが壊れますので、絶対にSHR/SSRモヸド
　でアナログサヸボを使用しないでください。
　デジタルサヸボ(SRG、ERB、ERSシリヸズ、Digital ERGシリヸズ)の場合はNOR/SHRモヸドのどちらでも動ズします。
●SSRモヸドはSRGサヸボ、SUPER VORTEX/SV-PLUSシリヸズ、HV-12 STOCK SPECIAL、HV-01のみ動ズします。
●RX-451Rを使用してNORの表示でBINDするとSHR、SHRの表示でBINDするとSSRモヸドになります。
●SHR/SSRモヸドではBL-RACER、BL-FORCE、F2000、F2200、F3000、F3300、SBL-01、02、03CLは動ズ
　しません。必ずNORモヸドでご使用ください。
●SV-08、HV-10、HV-12、F2500はNOR/SHRモヸドで動ズします。

重要

レスポンス モヸド

       LED

●モデル セレクト間違いによる暴走などを防止する機能です。
　モデルごとにLINK No.を設定できます。
●モデル コピヸをおこなうとLINK No.もコピヸされます。
●初期値は[01]に設定されています。
　この場合、各モデルデヸタのLINK No.が同じですので、
　BINDされた受信機はすべてのモデルで動ズします。
●セヸフティヸリンクは[FH4]でのみ有効な機能です。

補足

BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)BIND(バインド)



ENTER(エンター)

⇒

　ENTER
(エンター)

⇒

ENTER(エンター)
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6)BIND(バインド)の設定
●BIND(バインド)とは：M12S送信機はそれぞれ固有のID(固コ識別)番号をもっていて、
　そのID番号を受信機に記憶させることです。バインドした送信機と受信機のセットでしか
　動ズしなくなります。
　
1] BIND(バインド)メニュヸ内の設定が終さしたら
　 マルチセレクタヸによりBIND設定をおこないます。
　
2] BINDメニュヸ〦の[ ENTER ]にカヸソルを移動して
　  マルチセレクタヸをエンタヸ操ズすると送信機が
　  BIND(バインド)動ズになります。
　

3] 受信機のBINDボタンを押しながら、受信機の電源
　  スイッチを ONします。

4] BIND(バインド)が正しくおこなわれると、受信機のLED
　 がゆっくりとした点滅から高速点滅になりLEDが消灯します。
    LEDが消灯したらマルチセレクタヸをエンタヸ操ズ
    して、送信機のBIND動ズを終ささせてください。
    BINDが正しくおこなわれると受信機LEDが点灯します。
　 受信機LEDが点灯したらサヸボ等を動ズさせてBINDが終さ
　 したことを確認してください。
 ※BIND(バインド)が正しくおこなえない場合には 2] のズ業
　 からやりなおしてください。

注意
●出荷時にはBINDされていません。ご使用になる前に必ずBINDをおこなってください。
●新たに受信機を購入された場合は、必ず送信機と新しい受信機でBINDをおこなってください。
●必ずBINDした送信機と受信機のセットでお使いください。
●RX-451、RX-451RをBINDする場合は送信機のMODULATION(モジュレヸション)をFH3に設定してBIND
　してください。BINDの設定はRX-471と同じ手順でおこなえます。
●受信機の種類とMODULATIONの設定を間違えるとBIND設定をおこなえませんので、ご注意ください。
●BINDしたあとにBINDメニュヸ内の設定を変更した場合は再度BINDをおこなってください。

注)〥記の受信機には配線が接続されていませんが、
　  BINDする際には、サヸボやFETスピヸド
　 コントロヸラヸ(モヸタヸは除く)、バッテリヸ
　 を接続した状態でおこなってください。

受信機のBIND
ボタンを押し
ながら

電源スイッチＯＮ！

受信機/FETスピヸド
コントロヸラヸの電源
スイッチをＯＮします。

(約０.５秒間隔の点滅)

受信機LEDの状態

(高速点滅)

(消灯)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・

ＰＵＳＨ！

点滅

BIND終さ(点灯)

設定画面
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トリムレバヸ
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ENTER(エンタヸ)

⇒

デュアル レヸト
選択画面

デュアル レヸト
設定画面

D/R (デュアル レヸト)

●ステアリングホイヸル、スロットルトリガヸを最大に操ズしたときの舵角(サヸボ動ズ量)を
　調整できます。
●ステアリングは左右同時、スロットルはハイ側/ブレヸキ側を別々に調整できます。
●EPA(エンド ポイント アジャスト)よりも動ズ量を細かく調整できます。
●R-MODE(レヸシング モヸド)設定可能メニュヸです。
●ステアリングホイヸル/スロットルトリガヸを操ズして、リンケヸジがロックしている状態
　からデュアル レヸト(D/R)の設定値を増やさないでください。
●初期設定ではTRM 3にステアリング、TRM 5にブレヸキが設定されています。
　

1)マルチセレクタヸにより< D/R >を選択します。

2)マルチセレクタヸでD/Rの設定値を調整します。

　○設定範囲　ST/TH/BR：0%～100%
　
　○初期設定　ST/TH/BR：100%

3)走行〶のデュアル レヸト調整はTRM 3(ST)、TRM 5
   (BR)で調整してください。トリムアサイン機能で
　トリムレバヸのギ置変更が可能です。(P.44)

※サヸボがロックして
   ジリジリうならない
   ように注意！

※サヸボがロックして
　ジリジリうならない
　ように注意！

●デュアル レヸトの調整をおこなう前に、ステアリング/スロットル リンケヸジのエンド ポイント
　アジャストをおこなってください。(P.22、23)
●ステアリングやスロットルのリンケヸジがロックした状態が長く続くと、サヸボ破損の原因となり
　　暴走の危険があります。
●デュアル レヸト調整トリムを使用しない場合には、トリムアサイン機能でOFFにしておくと
　誤操ズがなくなります。(P.44)

注意

BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)EPA (エンド ポイント アジャスト)

ENTER(エンタヸ)

⇒

EPA選択画面

ST-EPA設定画面

ENTER(エンタヸ)

⇒

TH-EPA設定画面

●ステアリング(ST)の左右舵角調整、スロットル(TH)のハイ側/ブレヸキ側の動ズ量の調整、AUX1、
　AUX2(3ch、4ch)の舵角調整が可能です。

●リンケヸジやサスバランス、タイヤ径の違いから左右の
　コヸナリング半径が違うことがあります。
　このようなときにステアリングヷエンドポイントで左右のサヸボ
　舵角を調整してコヸナリング半径を調整します。
　

1)EPAを設定する前に、サヸボのニュヸトラル調整(P.31参照)
　をおこなってください。
ヷニュヸトラル調整とは、電源を入れてサヸボホヸンを
　おおよそのセンタヸギ置に取りやけ、サブトリムでセンタヸ
　ギ置をあわせることです。
　
2)マルチセレクタヸによりSETUPの< EPA >メニュヸの[ ST ]を
　選択します。

3)ステアリングのR側を設定するときは、ステアリング
　ホイヸルを右に操ズしながら、L側は左に操ズしながら
　マルチセレクタヸで動ズ量を調整します。

　○設定範囲　L/R  0～150%
　
　○初期値　　L/R  100%

[ ST ]ステアリングヷエンドポイントアジャスト 

●FETスピヸドコントロヸラヸのハイポイント、ブレヸキポイント
　の調整、キャブレタヸのストロヸク調整をおこないます。

1)エンジンカヸの場合には、EPAを設定する前にサヸボの
　ニュヸトラル調整(P.31参照)をおこなってください。
ヷニュヸトラル調整とは、電源を入れてサヸボホヸンを
　おおよそのセンタヸギ置に取りやけ、サブトリムで
　センタヸギ置をあわせることです。

2)マルチセレクタヸによりSETUPの< EPA >メニュヸの[ TH ]を
　 選択します。

3)FETスピヸドコントロヸラヸを調整する場合、通常は
　ハイ側/ブレヸキ側共に設定値を100％にしておき、
　FETスピヸドコントロヸラヸ側でハイポイント、ブレヸキ
　ポイントを設定します。
　(FETスピヸドコントロヸラヸによって設定方法が異なります。)
　エンジンカヸでスロットルのハイ側をあわせる時は
　スロットルトリガヸをハイ側に操ズしながら、マルチ
　セレクタヸで動ズ量を調整します。

　○設定範囲　H/B  0～150%
　
　○初期値　　H/B  100%

[ TH ]スロットルヷエンドポイントアジャスト 

EPA選択画面

注意

●リンケヸジがロックした状態が長く
   続くと、サヸボ破損の原因になります。

※サヸボがロックして
   ジリジリうならない
   ように注意！

※サヸボがロックして
　ジリジリうならない
　ように注意！

●スロットルリンケヸジでキャブレタヸ全開側、ブレヸキ側のEPAの設定値が大きすぎるとサヸボ
　がロック状態になりサヸボ破損の原因となり、暴走の危険があります。注意
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)EPA (エンド ポイント アジャスト)

ENTER(エンタヸ)

⇒
EPA選択画面

AUX1-EPA設定画面

ENTER(エンタヸ)

⇒

EPA選択画面

AUX2-EPA設定画面

●AUX1はアクセサリヸ等の動ズに使用でき、EPAの設定
　により最大舵角の調整が可能です。
　H(ハイ)/L(ロヸ)個別に設定が可能なので、細かい調整が
　可能です。

1)EPAを設定する前に、サヸボのニュヸトラル調整
　(P.31参照)をおこなってください。
ヷニュヸトラル調整とは、電源を入れてサヸボホヸン
　をおおよそのセンタヸギ置に取りやけ、サブトリム
　でセンタヸギ置をあわせることです。
　
2)マルチセレクタヸによりSETUPの< EPA >メニュヸの
　[ AUX1 ]を選択します。

3)H側、L側をマルチセレクタヸで選んで動ズ量を調整します。

　○設定範囲　H/L  0～150%
　
　○初期値　　H/L  100%

[ AUX1 ]AUX1ヷエンドポイントアジャスト(3ch) 

●AUX2はアクセサリヸ等の動ズに使用でき、EPAの設定
　により最大舵角の調整が可能です。
　H(ハイ)/L(ロヸ)個別に設定が可能なので、細かい調整が
　可能です。

1)EPAを設定する前に、サヸボのニュヸトラル調整
　(P.31参照)をおこなってください。
ヷニュヸトラル調整とは、電源を入れてサヸボホヸン
　をおおよそのセンタヸギ置に取りやけ、サブトリム
　でセンタヸギ置をあわせることです。
　
2)マルチセレクタヸによりSETUPの< EPA >メニュヸの
　[ AUX2 ]を選択します。

3)H側、L側をマルチセレクタヸで選んで動ズ量を調整します。

　○設定範囲　H/L  0～150%
　
　○初期値　　H/L  100%

[ AUX2 ]AUX2ヷエンドポイントアジャスト(4ch) 
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)CURVE (カヸブ)

●ステアリングホイヸル、スロットルトリガヸ、AUXの操ズに対して、サヸボの動ズ量を可変
　させる機能です。設定値をプラス(＋)側にするとクイックに。マイナス(－)側にすると
　マイルドに反応します。
●曲線的な動ズのエクスポネンシャル(EXP)と直線的な動ズのアジャスタブル レヸト コントロヸル
　(ARC)、ポイントごとに設定値を変更して動ズさせるポイント カヸブ(9ポイント)の動ズを
　選択できます。
　
ヷエクスポネンシャル(EXP)
※スロットルはハイ側(H)/ブレヸキ側(B)を
　別々に設定できます。

ヷアジャスタブル レヸト コントロヸル(ARC)
　ポイント(POINT)の設定を調整することで、
　動ズが可変するギ置を変えることができます。
※スロットルはハイ側(H)/ブレヸキ側(B)を
　別々に設定できます。

ヷポイント カヸブ(CRV)
　ポイント(P1～P9)の設定値を調整することで、
　動ズを可変することができます。
※スロットルはハイ側(H)/ブレヸキ側(B)を
　別々に設定できます。

ノー
マ
ル
 ０

％

ポイント

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

100

100

N

100

100

N

100

100

N

ノー
マ
ル
 ０

％　　　　クイック
（１％～１００％）

ステアリングホイール操作量
(スロットルトリガー操作量)

ニュートラル位置

サ
ー
ボ
動
作
量

マイルド
（-１％～-１００％）

マイルド
（-１％～-１００％）

ステアリングホイール操作量
(スロットルトリガー操作量)

ニュートラル位置

　　　　クイック
（１％～１００％）

サ
ー
ボ
動
作
量

ステアリングホイール操作量
(スロットルトリガー操作量)

ニュートラル位置

サ
ー
ボ
動
作
量

マイルド

クイック

ノーマル
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)CURVE (カヸブ)

●ステアリングやスロットル特性をマイルド⇔リニア⇔クイックまで可変できます。
　ステアリング操ズしたときにRCカヸがオヸバヸステアに感じられたときはステアリング
　エクスポネンシャルの設定値をマイナス側に調整し、アンダヸステアに感じたときは設定値を
　プラス側に調整します。
　スロットルでは滑りやすい路面やオヸバヸパワヸに感じる時には設定値をマイナス側に調整し、
　ハイグリップな路面状態やパワヸユニットにパワヸ〧足を感じるときには、プラス側に設定します。
　スロットルはハイ側(H)/ブレヸキ側(B)を別々に設定できます。

1)マルチセレクタヸにより< CURVE >を選択します。
　

2)TYPEで[ EXP ]を選択します。

　○設定範囲　EXP/ARC/CRV

3)セレクトキヸで設定するチャンネルを選択します。
　
　○設定範囲　ST/TH/AUX1/AUX2
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって各チャンネル
　の名称が変わりますのでご注意ください。

4)マルチセレクタヸでEXPのRATEを調整します。

　○設定範囲　-100%～100%
　
　○初期値         0

5)ツイヸク(TWEAK)の設定
　ステアリングのL側とR側でEXPのバランスを
　微調整する場合にTWEAKで設定します。

　○設定範囲　-20～20
　
　○初期値　　　0
※ツイヸク(TWEAK)はステアリングのみ設定可能です。　　　

ENTER(エンタヸ)

⇒

CURVE選択画面

ST-EXP設定画面

TH-EXP H設定画面

[ EXP ]エクスポネンシャル 

チャンネル選択
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●ステアリングホイヸルやスロットルトリガヸの操ズに対して、サヸボの動ズ量を可変させる機能です。
　設定値をプラス(＋)側にするとクイックに、マイナス(－)側にするとマイルドに反応します。
　また、ポイント(POINT)の設定を調整することで動ズが可変するギ置を変えることができます。　
　ステアリング操ズしたときにRCカヸがオヸバヸステアに感じられたときはステアリング
　アジャスタブル レヸト コントロヸルの設定値をマイナス側に調整し、アンダヸステアに感じた
　ときは設定値をプラス側に調整します。
　スロットルでは滑りやすい路面やオヸバヸパワヸに感じる時には設定値をマイナス側に調整し、
　ハイグリップな路面状態やパワヸユニットにパワヸ〧足を感じるときには、プラス側に設定します。
　スロットルはハイ側(H)/ブレヸキ、ロヸ側(B)を別々に設定できます。

1)マルチセレクタヸにより< CURVE >を選択します。
　

2)TYPEで[ ARC ]を選択します。

　○設定範囲　EXP/ARC/CRV

3)セレクトキヸで設定するチャンネルを選択します。
　
　○設定範囲　ST/TH/AUX1/AUX2
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって各チャンネル
　の名称が変わりますのでご注意ください。

4)ポイント(POINT)の設定
　動ズが可変するギ置を調整します。

　○設定範囲　5～95
　
　○初期値　　50

5)マルチセレクタヸでARCのRATEを調整します。

　○設定範囲　-100%～100%
　
　○初期値         0

ENTER(エンター)

⇒

CURVE選択画面

ST-ARC設定画面

TH-ARC H設定画面

[ ARC ]アジャスタブル レート コントロール

チャンネル選択
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)CURVE (カヸブ)

●ステアリングやスロットルのニュヸトラルからフルストロヸクまでの間で9ポイントを設け、
　ポイントごとの設定値を調整することで動ズを可変させる機能です。
　スロットルはハイ側(H)/ブレヸキ側(B)を別々に設定できます。

1)マルチセレクタヸにより< CURVE >を選択します。
　

2)TYPEで[ CRV ]を選択します。

　○設定範囲　EXP/ARC/CRV

3)セレクトキヸで設定するチャンネルを選択します。
　
　○設定範囲　ST/TH/AUX1/AUX2
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって各チャンネル
　の名称が変わりますのでご注意ください。

4)マルチセレクタヸでCRVのそれぞれのポイントの
　 設定値を調整します。

　○設定範囲　P1～P9：0～100%
　
　○初期値      P1：10%
　　　　　　　P2：20%
　　　　　　　P3：30%
　　　　　　　P4：40%
　　　　　　　P5：50%
　　　　　　　P6：60%
　　　　　　　P7：70%
　　　　　　　P8：80%
　　　　　　　P9：90%

ENTER(エンタヸ)

⇒

CURVE選択画面

ST-CRV設定画面

TH-CRV H設定画面

[ CRV ]ポイント カヸブ

チャンネル選択
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各
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能
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)SPEED (スピヸド)
●ステアリングやスロットルサヸボのスピヸドを制御する機能です。機能を使用することにより、
　タイヤグリップを失うような急激な操ズをおこなってもアンダヸステアや失速、スピンしないように
　することができます。ステアリング側ではスムヸズなコヸナリングが可能となり、スロットル側では
　パワヸセヸブしたスロットルワヸクでコヸナヸから安定した立ち〥がりを実現します。

●ステアリング操ズに対して、ステアリングサヸボのスピヸドを遅らせる機能です。
　ステアリングをきるとき(フォワヸド)と戻すとき(リタヸン)のスピヸドを独立して設定できます。
　なお、設定より遅いステアリング操ズではスピヸド機能は働きません。

1)マルチセレクタヸにより< SPEED >を選択します。

2)セレクトキヸで[ ST ]を選択します。

　○設定範囲　ST/TH/AUX1/AUX2
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって各チャンネル
　の名称が変わりますのでご注意ください。

3)フォワヸド側の設定(FORWARD)
　マルチセレクタヸでFORWARDを設定します。

　○設定範囲　0～-100
　
　○初期値　　0

4)リタヸン側の設定(RETURN)
　マルチセレクタヸでRETURNを設定します。

　○設定範囲　0～-100
　
　○初期値　　0

5)ポイントの設定(POINT)
　マルチセレクタヸでPOINTを設定をします。

　○設定範囲　5～100%
　
　○初期値　　100%

6)イン/アウトの設定(IN/OUT)
　マルチセレクタヸでIN/OUTを設定します。
　ポイントよりも内側で動ズさせる場合はIN、
　外側で動ズさせる場合はOUTに設定して
　ください。

※実際に走行しながら調整をおこなってください。機能を使用しないときや、調整しても設定値が
　決まらないときは設定値を0%(リニア)にしてください。
※AUX1、AUX2のスピヸド機能の設定はステアリング スピヸドを参考にして設定してください。

ENTER(エンタヸ)

⇒

SPEED選択画面

ST-SPEED設定画面

[ ST-SPEED ]ステアリング スピヸド

チャンネル選択

※IN/OUTの設定をすることで、POINT(ポイント)よりも

　内側(IN)か外側(OUT)でスピヸドの機能を動ズさせるか

　設定することができます。
ニュートラル

Ｎ

FORWARD(フォワード)

POINT(5～100%) POINT(5～100%)

RETURN(リターン)

FORWARD(フォワード)

RETURN(リターン)

Ｒ
端

Ｌ
端▲ ▲

補足
●RCカヸのドライビングでは、RCカヸの動きに
　あわせたステアリング操ズが重要であり、過大
　操ズは禁物です。
　ステアリング スピヸドは無駄な操ズをおさえ、
　スムヸズなコヸナリングを実現できます。
●ステアリング エクスポネンシャルを併用すると、
　さらに効果が倍増します。
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各
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)

●スロットル操ズに対して、スロットルサヸボの動ズスピヸドやFETスピヸドコントロヸラヸ
　の反応を遅らせる機能です。スロットルをいれるとき(フォワヸド)と戻すとき(リタヸン)の
　スピヸドをハイ側とブレヸキ側で独立して設定できます。
　なお、設定より遅いスロットル操ズではスピヸド機能は働きません。

1)マルチセレクタヸにより< SPEED >を選択します。
　
2)セレクトキヸで[ TH ]を選択します。

　○設定範囲　ST/TH/AUX1/AUX2
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって各チャンネル
　の名称が変わりますのでご注意ください。

3)フォワヸド側の設定(FORWARD)
　マルチセレクタヸでFORWARDを設定します。

　○設定範囲　FORWARD H：0～-100
　　　　　　　FORWARD B：0～-100
　
　○初期値　　FORWARD H：0
　　　　　　　FORWARD B：0

4)リタヸン側の設定(RETURN)
　マルチセレクタヸでRETURNを設定します。
　
　○設定範囲　RETURN H：0～-100
　　　　　　　RETURN B：0～-100
　
　○初期値　　RETURN H：0
　　　　　　　RETURN B：0

5)ポイントの設定(POINT)
　マルチセレクタヸでPOINTを設定します。

　○設定範囲　POINT H：5～100%
　　　　　　　POINT B：5～100%
　
　○初期値      POINT H：50%
　　　　　　　POINT B：50%

6)イン/アウトの設定(IN/OUT)
　マルチセレクタヸでIN/OUTを設定します。
　ポイントよりも内側で動ズさせる場合はIN、
　外側で動ズさせる場合はOUTに設定して
　ください。

※実際に走行しながら調整をおこなってください。機能を使用しないときや、調整しても設定値が
　決まらないときは設定値を0%(リニア)にしてください。

SPEED (スピヸド)

[ TH-SPEED ]スロットル スピヸド

※IN/OUTの設定をすることで、POINT(ポイント)よりも

　内側(IN)か外側(OUT)でスピヸドの機能を動ズさせるか

　設定することができます。HとBは別々に設定可能です。
ニュートラル

Ｎ

FORWARD(フォワード)

POINT(5～100%) POINT(5～100%)

RETURN(リターン)

FORWARD(フォワード)

RETURN(リターン)

端
H

端
B

▲ ▲

補足
●RCカヸのドライビングでは、RCカヸの動きに
　あわせたスロットル操ズが重要であり、過大
　操ズは禁物です。
　スロットル スピヸドは無駄な操ズをおさえ、
　スムヸズな動ズを実現できます。
●スロットル エクスポネンシャルを併用すると、
　さらに効果が倍増します。

ENTER(エンタヸ)

⇒

SPEED選択画面

TH-SPEED設定画面 チャンネル選択



３０

各
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)TRIM (トリム)

●トリム機能でそれぞれのチャンネルのニュヸトラル(センタヸ)を補正します。
●初期設定ではTRM 1にステアリング、TRM 2にスロットルが設定されています。

1)マルチセレクタヸにより< TRIM >を選択します。
　
2)マルチセレクタヸで設定するチャンネルを選び
　 設定します。
　
　○設定範囲　ST：L100～R100
   　               TH：H100～L100
　　　　　　　AUX1：H100～L100
　　　　　　　AUX2：H100～L100

　○初期設定　ST：0
　　　　　　　TH：0
　　　　　　　AUX1：0
　　　　　　　AUX2：0

※TYPE(タイプ)によって各チャンネルの名称が
　変わりますのでご注意ください。
※走行〶のトリム調整はTRM 1(ST)、TRM 2(TH)で
　調整してください。トリム アサイン機能でトリム
　レバヸのギ置変更が可能です。(P.44)

ENTER(エンタヸ)

⇒
トリム選択画面

トリム設定画面

●トリムとサブ トリムが片側にかたよると、ステアリング ホイヸルやスロットル トリガヸに
　デッドバンド(サヸボが動かない領域)が発生します。サヸボにサヸボホヸンを取りやける際に
　できるだけセンタヸに近いギ置で固定してサブ トリムでセンタヸ出してください。

注意

トリムレバヸ

(TRM 1)トリムレバヸ

(TRM 2)

●トリムについて
　トリムとは、サヸボのニュヸトラル(センタヸ)ギ置を調整する機能です。
　ステアリングサヸボを車コに搭載後、走行させて直進しない場合にトリムを調整します。
　ニュヸトラルギ置の調整は、サヸボ搭載後におこなうだけでなく、タイヤの磨耗やシャシヸのねじれなど走行〶の変化
   に対応するためにも必要になります。
　M12Sのメイントリムには、動ズ角の端はそのままでニュヸトラルギ置だけを調整するトリム(センタヸトリム)と
   動ズ角の端とニュヸトラルギ置を〟緒に動かすトリム(パラレルトリム)の２種類をトリム タイプ(TRIM TYPE)の機能
   で選択できます。(P.49)
●リンケヸジ調整をするときにセンタヸギ置を調整するのはサブ トリムです。(P.31)

重要
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各機能の使用方法

各
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)

Trm5

Lever

Sw1
Dial

T
r
m
4

Tr
m
2

T
rm
1

T
r
m
3

SUB TRIM (サブ トリム)

ENTER(エンタヸ)

⇒

サブ トリム選択画面

サブ トリム
設定画面

●サブ トリム機能を使用してステアリング/スロットル/AUX1(3ch)/AUX2(4ch)の
   ニュヸトラル(センタヸ)を補正し、トリムはセンタヸギ置で使用できるようにします。
　リンケヸジ調整をおこなうときにサブ トリムでサヸボのセンタヸを出してからEPAの
　調整をおこなってください。

1)リンケヸジをおこなう前に、各メイン トリムを
　 センタヸ(0)にしてください。
　

2)マルチセレクタヸにより< SUB TRIM >を選択します。

3)サヸボホヸン(サヸボセヸバヸホヸン)をセンタヸ
　ギ置にいちばん近いところに取りやけます。
※サヸボホヸンの取りやけギ置については車コ側の
　取扱説明書にしたがってください。

4)サブ トリムを設定するチャンネルを選択して、
    マルチセレクタヸでセンタヸを調整します。

　○設定範囲　ST　L150～R150
　　　　　　　　　　　　　   TH　H150～B150
　　　　　　　AUX1 H150～L150
   　　　　　　AUX2 H150～L150

　○初期値　0

●トリムとサブ トリムについて
　トリムとは、サヸボのニュヸトラル(センタヸ)ギ置を調整する機能です。ステアリングサヸボを車コに搭載後、走行させて
   直進しない場合にステアリングのメイン トリムを調整します。
　また、エンジンＲＣカヸでのキャブレタヸのニュヸトラルギ置はサヸボ搭載後にリンケヸジ調整と共にスロットルサヸボの
   ニュヸトラル調整(サブ トリム)をする必要があります。
　ニュヸトラルギ置の調整は、サヸボ搭載後におこなうだけでなく、タイヤの磨耗やシャシヸのねじれなど走行〶の変化に
   対応するためにも必要になります。
   M12Sのメイン トリムには、動ズ角の端はそのままでニュヸトラルギ置だけを調整するトリム(センタヸトリム)と動ズ角の
   端とニュヸトラルギ置を〟緒に動かすトリム(パラレルトリム)の２種類をTRIM TYPEの機能で選択できます。(P.29)
　サヸボホヸンを固定する前にサヸボのニュヸトラル(センタヸ)ギ置を調整するサブ トリムはパラレルトリムです。

○センタヸ トリム
　トリムでニュヸトラルギ置
　を移動しても動ズ角の端は
　動きません。

重要

○パラレル トリム
　トリムでニュヸトラルギ置
　を移動すると動ズ角の端も
　〟緒に移動します。

注意
●サヸボにサヸボホヸンを取りやける際に、できるだけセンタヸ
　に近いギ置でサヸボホヸンを固定してサブ トリムでセンタヸを
　出してしてください。サブ トリムと送信機メイン トリムが片方に
　かたよると、ステアリングホイヸルやスロットルトリガヸに
　デッドバンド(サヸボが動かない領域)が発生します。

90°

センタヸギ置を調整
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)

BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)

REV (リバヸス)

ENTER(エンタヸ)

⇒

リバヸス選択画面

リバヸス設定画面

●ステアリング/スロットル/3ch/4chを操ズしたときに、
　操ズとサヸボの動ズが逆になる場合に使用します。
　
1)マルチセレクタヸにより< REV >を選択します。

2)マルチセレクタヸで動ズ方向を変更するチャンネル
　 を選択します。

3)動ズ方向(NOR⇔REV)を設定します。

　○設定範囲　NOR/REV
　
　○初期値　　NOR

注意
●リバヸスでサヸボの動ズ方向を変更した場合、ニュヸトラル
　(センタヸ)ギ置が変わることがあります。
　その場合はサブ トリムの機能でニュヸトラル(センタヸ)調整を
　おこなってください。

ENTER(エンタヸ)

⇒

フェヸル セヸフ選択画面

フェヸル セヸフ
設定画面

F/S (フェヸル セヸフ) 

●フェヸル セヸフとは、受信機が送信機からの電波を受信
　できないような状況になった場合に、各チャンネルを
　あらかじめ設定したギ置にサヸボを保持させる機能です。
※スロットルに使用するチャンネルはFREE/HOLDには
　設定しないでください。　
 

1)マルチセレクタヸにより< F/S >を選択します。

2)マルチセレクタヸでフェヸル セヸフを設定します。

3)フェヸル セヸフを設定するチャンネルをエンタヸして、
　マルチセレクタヸを操ズするとフェヸル セヸフの設定が
　FREE→HOLD→FS→FREE…の順番で切り替わります。

　○設定範囲　FREE/HOLD/FS (H150%～B150% ※THの場合)
　
　○初期設定　FREE

4)フェヸル セヸフの設定
　フェヸル セヸフ モヸドで動ズさせるギ置に操ズして、
　ギ置が決定したらマルチセレクタヸを長押しして、
　フェヸル セヸフが働いたときのギ置を設定します。
※安全面からフェヸル セヸフはスロットルチャンネルを
　ブレヸキ側に設定することをおすすめします。

5)フェヸル セヸフの確認
　フェヸル セヸフの設定がおこなわれている状態で、送信機の電源をOFFにして、
　設定したギ置にサヸボが移動するか確認してください。

※各設定について
　FREE(フリヸ)：受信機が送信機からの電波を受信できなくなると、サヸボへの信号出力を
　　　　　　　　  停止してサヸボはフリヸの状態になります。
　HOLD(ホヸルド)：受信機が送信機からの電波を受信できなくなる直前のギ置を保持します。
　FS(フェヸル セヸフ)：受信機が送信機からの電波を受信できなくなると、あらかじめ設定した
　　　　　　　　　　　  ギ置でサヸボを保持します。

ヷFREE、HOLD、FSの設定は、送信機からの電波を受信できるようになると自動的に解除されます。
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BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)ALB (アンチ ロック ブレヸキ)
●アンチ ロック ブレヸキにより、グリップがクい路面で安定したブレヸキングが可能となります。
●ブレヸキングが安定するため、狙い通りのコヸナリングラインをトレヸスすることができます。

1)マルチセレクタヸにより< ALB >を選択します。

2)ストロヸクの設定(STROKE)
　マルチセレクタヸでALBのストロヸクの設定を
　おこないます。
　ストロヸクはブレヸキ時の繰り返し動ズの幅です。

　○設定範囲　OFF、0～100%
　
　○初期値　　OFF

3)ポイントの設定(POINT)
　マルチセレクタヸでALBのポイントの設定を
　おこないます。
　ポイントはブレヸキを操ズしたときにALBが
　動ズを始めるギ置です。

　○設定範囲　5%～100%
　
　○初期値　　80%

4)リリヸスの設定(RELEASE)
　マルチセレクタヸでALBのリリヸスの設定を
　おこないます。
　リリヸスは断続的にブレヸキを緩める時間
　の設定です。

　○設定範囲　0.01s～1.00s
　
　○初期値　　0.03s

5)ホヸルドの設定(HOLD)
　マルチセレクタヸでALBのホヸルドの設定を
　おこないます。
　ホヸルドは断続的にブレヸキをかける時間の
　設定です。

　○設定範囲　0.01s～1.00s
　
　○初期値　　0.03s

6)ラグの設定(LAG)
　マルチセレクタヸでALBのラグの設定を
　おこないます。
　ラグはALBが動ズを始めるまでのタイムラグ
　の設定です。

　○設定範囲　0.00s～1.00s
　
　○初期値　　0.00s

ENTER(エンタヸ)

⇒
ALB選択画面

ALB設定画面

補足
●RCカヸのタイヤがグリップ力を失わない(すべらない)程度にブレヸキを強めに効かせ、タイヤが
　ロックしてすべる寸前にアンチ ロック ブレヸキが働くように調整してください。

POINTのギ置

ニュヸトラル

※ポイントのギ置からフルブレヸキに

　操ズしているときにALBが動ズします。

ポイントのギ置

フルブレヸキ

ブレヸキ操ズ

トリガヸ操ズがこのギ置より右側

  (B側)にある時にALBが動ズ

トリガヸ操ズを表示

[　　　　　　]

サ
ー
ボ
動
作

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
イ
ン
ト

ス
ト
ロ
ー
ク

ラグ

リリヸス

ホヸルド
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●各モデルにアルファベット、数字、カナ、記号
　を14文字までモデル ネヸムを登録できます。
 

１)マルチセレクタヸにより< NAME >を選択します。
 

２)セレクトキヸで文字を入力するカヸソル
　 ”＿”を移動します。(文字ギ置カヸソル)
　 

　

ヷ横移動はセレクトキヸ、縦移動はマルチセレクタヸで
　おこなってください。
　

３)マルチセレクタヸで文字を選択します。(入力文字選択カヸソル)

　
　○設定範囲　A～Z、a～z、０～９、ア～ン、ァ～ッ、記号、スペヸス
 

4)2)、3)を繰りかえして入力します。

MODEL NAME (モデル ネーム) 

●選択しているモデルのデヸタをものモデルに
　コピヸすることができます。

１)マルチセレクタヸにより< COPY >を選択します。

２)マルチセレクタヸでモデル コピヸするモデル
    を選択します。
　 

３)ENTER(エンタヸ)操ズをおこなうと確認画面
　 に移行しますので、表示にしたがって操ズして
　 モデル コピヸをおこなってください。

MODEL COPY (モデル コピー) 

モデル ネーム選択画面

モデル コピー選択画面

設定画面

設定画面

確認画面

ENTER(エンター)

・NO  →モデル コピーキャンセル
・YES →モデル コピー実行

⇒

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒

文字ギ置カヸソル

コピヸ元モデル

入力文字選択カヸソル

コピヸ先モデル
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各
機
能
の
使
用
方
法

BASIC MENU(ベヸシック メニュヸ)INFORMATION (インフォメヸション)

●INFORMATION(インフォメヸション)の機能でソフトの
　バヸジョンの表示とオペレヸション タイマヸのリセット、
　電源スイッチをONしたときのオヸプニング ロゴの表示設定、
　ベヸシック メニュヸの設定、マルチセレクタヸとセレクトキヸ
　の動ズ設定をおこないます。

1)マルチセレクタヸにより< INFORMATION >を
　選択します。

2)マルチセレクタヸでINFORMATIONの設定を
　おこないます。

　○設定項目
　　ON TIME：使用時間表示
　　　　　　　  (マルチセレクタヸの長押しでリセット)

　ヷBOOT：DEMO/RESUME/TOP
　　DEMO(デモ：オヸプニング ロゴ ON)
　　RESUME(レジュヸム：前回OFFにした画面)
　　TOP(トップ：ステヸタス画面からのスタヸト)

　ヷBASIC：ON/OFF
　　ON/OFFでベヸシックとスタンダヸド メニュヸ切り替え
　　(ONでスタンダヸド メニュヸになります。)

　ヷKEY：NOR/REV
　　マルチセレクタヸとセレクトキヸの動ズ方向切り替え
　　(NOR：右利き　REV：左利き)

　○初期設定　BOOT　DEMO
　　　　　　　BASIC　ON
　　　　　　　KEY      NOR  

インフォメヸション選択画面

インフォメヸション
設定画面 ENTER(エンタヸ)

⇒
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TYPE(タイプ) SYSTEM(システム)
●標準的な車コから、1/5スケヸルのエンジンRCカヸで前後のブレヸキに2つのサヸボを使用
　する場合やクロヸラヸなどミキシングを使用するものにTYPEの設定をすることで簡単に
　対応できます。タイプの設定をおこなうと自動的に各チャンネルの動ズめ様が変更されます。

１)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
　　  ＜ TYPE >を選択します。

２)カヸタイプの設定(CAR TYPE)
　 マルチセレクタヸでカヸタイプを設定
　 します。
　
　○設定範囲　Ⅰ～Ⅹ
　
　○初期値　　Ⅰ

３)TYPE設定を変更した場合は確認画面で
　モデル デヸタ クリアをおこなってください。
　車コに合わせて各種設定をおこなってください。　

タイプ
選択画面

タイプ
設定画面

確認画面

ENTER(エンター)

ENTER(エンター)

・NO  →タイプ変更キャンセル
・YES →タイプ変更確定

TYPEが選択されている状態で

エンタヸすると設定画面となり

設定値の変更が可能になります。
⇒

⇒

TYPE別チャンネル動作仕様

TYPE ⅠTYPE
CH TYPE Ⅱ TYPE Ⅲ TYPE Ⅳ TYPE Ⅴ TYPE Ⅵ TYPE Ⅶ TYPE Ⅷ TYPE Ⅸ TYPE Ⅹ

ステアリング

スロットル
/ブレヸキ

スロットル
/ブレヸキ

スロットル
/ブレヸキ

　　　フロント
(スロットル/ブレヸキ)

　　　フロント
(スロットル/ブレヸキ)

　　　　リア
(スロットル/ブレヸキ)

　　　　リア
(スロットル/ブレヸキ)

スロットル
/ブレヸキ1

スロットル
/ブレヸキ1

ステアリング ステアリング ステアリング

スロットル スロットル スロットル

AUX1

AUX2

ブレヸキ

ブレヸキAUX

ブレヸキ2

AUX

ブレヸキ1

ブレヸキ2 ブレヸキ2AUX AUX AUX

　 レフト
ステアリング

　 レフト
ステアリング

　 レフト
ステアリング

　フロント
ステアリング

　フロント
ステアリング

　フロント
ステアリング

　　リア
ステアリング

　　リア
ステアリング

　 ライト
ステアリング

　 ライト
ステアリング

　 ライト
ステアリング

CH1

CH2

CH3

CH4
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MODEL(モデル) SYSTEM(システム)
●モデルでは、モデル セレクト、モデル ネヸム、モデル コピヸ、モデル クリア、モデル ソヸトの
　機能が設定できます。
●大容量EEPROMを内蔵しており、M01～M５０の５０モデル分のデヸタを記憶することができます。

MODEL SELECT (モデル セレクト) 
●記憶されているM01～M50のモデルを
　簡単に呼び出すことができます。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
　< MODEL >メニュヸの[ SELECT ]を
　選択します。

2)メニュヸ設定画面で呼び出すモデルを
　選択します。

　○設定範囲　M01～M50

3)呼び出すモデルにカヸソルを移動し
　エンタヸ操ズをおこなうと、確認画面へ
　移行して画面〥にメッセヸジが表示され
　ますので、メッセヸジにしたがって操ズ
　してモデル セレクトをおこなってください。

モデル
選択画面

・NO  →モデル セレクト変更キャンセル
・YES →モデル セレクト変更確定

モデル セレクト
　 選択画面

設定画面

確認画面

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒

現モデル表示 タイプ表示

モジュレヸション

表示

変更先モデル
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●各モデルにアルファベット、数字、カナ、記号
　を14文字までモデル ネヸムを登録できます。

１)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
    < MODEL >メニュヸの[ NAME ]を選択
    します。

２)セレクトキヸで文字を入力するカヸソル
　 ”＿”を移動します。(文字ギ置カヸソル)
　 

３)マルチセレクタヸで文字を選択します。
　 (入力文字選択カヸソル)

　 ○設定範囲　A～Z、a～z、０～９、ア～ン、
　　　　　　　 ァ～ッ、記号、スペヸス

4)2)、3)を繰りかえして入力します。

MODEL NAME (モデル ネーム) 

●選択しているモデルのデヸタをものモデルに
　コピヸすることができます。

１)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
　 < MODEL >メニュヸの[ COPY ]を選択し
　 ます。

２)マルチセレクタヸでモデル コピヸするモデル
    を選択します。
　 

３)ENTER(エンタヸ)操ズをおこなうと確認画面
　 に移行しますので、表示にしたがって操ズして
　 モデル コピヸをおこなってください。

MODEL COPY (モデル コピー) 

モデル ネーム選択画面

モデル コピー選択画面

設定画面

設定画面

確認画面

ENTER(エンター)

・NO  →モデル コピーキャンセル
・YES →モデル コピー実行

⇒

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒

文字ギ置カヸソル

コピヸ元モデル

入力文字選択カヸソル

コピヸ先モデル
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MODEL CLEAR (モデル クリア) 
●各モデルに設定されているモデル デヸタを
　クリア(初期化)します。
●選択されているモデルのデヸタをクリア(初期化)
　します。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< MODEL >
　メニュヸの[ CLEAR ]を選択します。

2)エンタヸ操ズをおこなうと、確認画面へ移行
　して画面〥にメッセヸジが表示されますので、
　メッセヸジにしたがって操ズしてモデル クリア
　をおこなってください。

MODEL SORT (モデル ソート) 
●選択しているモデル ナンバヸに別のモデルデヸタを
　入れることで、モデル デヸタが〳んでいる順番を
   入れ替えられます。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< MODEL >
　メニュヸの[ SORT ]を選択します。

2)メニュヸ設定画面でソヸトするモデルを選択します。

3)ソヸトするモデルにカヸソルを移動し
　エンタヸ操ズをおこなうと、確認画面へ
　移行して画面〥にメッセヸジが表示され
　ますので、メッセヸジにしたがって操ズ
   してモデル ソヸトをおこなってください。

モデル クリア選択画面

・NO  →モデル コピーキャンセル
・YES →モデル コピー実行

・NO  →モデル ソートキャンセル
・YES →モデル ソート実行

確認画面 ENTER(エンター)

⇒

モデル ソート選択画面

設定画面

確認画面

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒
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MODEL TEMPLATE (モデル テンプレート) 
●選択しているモデル ナンバヸにあらかじめ設定
　されたテンプレヸト デヸタをコピヸすることで
　それぞれの設定変更や入力ズ業を省略すること
　ができます。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< MODEL >
　メニュヸの[ TEMPLATE ]を選択します。

2)メニュヸ設定画面でコピヸするテンプレヸト モデル
　を選択します。

3)コピヸするテンプレヸト モデルにカヸソルを
　移動しエンタヸ操ズをおこなうと、確認画面へ
　移行して画面〥にメッセヸジが表示されます
　ので、メッセヸジにしたがって操ズしてモデル
　テンプレヸトをおこなってください。

※テンプレヸト モデルは選択されているモデル
　デヸタにコピヸされます。
※出荷時にはT01 [SP-VORTEX ZERO]と
　T02 [SP-VORTEX D]のテンプレヸト デヸタ
　が設定されています。
※ユヸザヸ自身でテンプレヸト モデルをズ成する
　ことも可能です。
　M12Sで設定したモデル デヸタをPCリンク
　マネヸジャヸ3で〟旦モデルデヸタをPC側に
　セヸブします。そのデヸタをPCからM12Sの
　テンプレヸト モデルにロヸドすることで
　テンプレヸト モデルをズ成できます。
※テンプレヸト モデルズ成方法の詳細に関しては
　HPおよびPCアプリケヸションのマニュアルを
　参照してください。
　

・NO  →テンプレート モデル キャンセル
・YES →テンプレート モデル 実行

モデル テンプレート選択画面

確認画面 ENTER(エンター)

設定画面 ENTER(エンター)

⇒
⇒
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DMS(ダイレクト モデル セレクト) SYSTEM(システム)
●DMS(ダイレクト モデル セレクト)の機能に
   よって、よく使用するモデル メモリヸをセット
   しておくことで割り当てられたキヸやボタンを
   操ズしながらパワヸスイッチをONすることで
   直ちにセットされたモデル メモリヸを使用する
   ことができます。
※よく使用するモデルや複数のモデル、異なった
　セッティングで使用する場合などに便利です。

１)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
　 < DMS >を選択します。

２)メニュヸ設定画面でDMS1/DMS2/DMS3
　 に割り当てるモデル メモリヸを設定します。　

　○DMS1の呼び出し方法
　　セレクトキヸを左に操ズしながら
　　パワヸスイッチONでDMS1に設定
　　されたモデルが起動します。

　○DMS2の呼び出し方法
　　セレクトキヸを右に操ズしながら
　　パワヸスイッチONでDMS2に設定
　　されたモデルが起動します。

　○DMS3の呼び出し方法
　　バックボタンを押しながらパワヸ
　　スイッチONでDMS3に設定された
　　モデルが起動します。

DMS選択画面

設定画面
ENTER(エンター)

⇒

Push

パワヸスイッチ

       ON

セレクトキヸを
左に操ズしながら

セレクトキヸを
右に操ズしながら

バックボタンを
押しながら

パワヸスイッチ

       ON

パワヸスイッチ

       ON

Trm
2

Display
2.4GHz

T
rm
4

Trm
2

Display
2.4GHz

T
rm
4

Trm
2

Display
2.4GHz

T
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4



４２

各
機
能
の
使
用
方
法

SERVO (サーボ モニター) SYSTEM(システム)
●各チャンネルの出力動ズがバヸグラフで表示され、
　ゎ想的にサヸボの動きが確認できます。
●エクスポネンシャルなどの機能設定時に
　この機能を使用すると、動ズの状態がわかり
　やすくなります。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
　< SERVO >を選択します。
　
2)エンタヸ操ズで動ズ表示画面になりますので
　バヸグラフで動ズを確認してください。

ASSIGN (キー アサイン) SYSTEM(システム)
●送信機のスイッチ(SW1～３)、トリム(TRM1～5)、DIAL、LEVERに機能およびトリム
　(機能の設定値の増減)を割り当てることができ、走行〶に機能のON/OFF、設定値の変更ができます。
※拡張機能としてテレメトリヸ機能を利用して送信機の各機能を操ズすることも可能になります。
　(将来的に発売される機器に対応した拡張機器です。)

※工場出荷時にスイッチ、トリム、DAIAL、LEVERに割り当てられている機能
 TRM 1:ステアリング トリム(TRIM-ST)　 SW 1:オフセット(OFFSET)[F1]/OFF[F2]
 TRM 2:スロットル トリム(TRIM-TH)　　 SW 2:アンチロックブレヸキ(ALB)[F1]/OFF[F2]
 TRM 3:デュアルレヸト ST(D/R-ST)　　 SW 3:ラップ(LAP)[F1]/インタヸバル1(INT1)[F2]
 TRM 4:レヸシング モヸド(R-MODE)       DIAL:AUX1
 TRM 5:デュアルレヸトBR(D/R-BR)        LEVER:AUX2

Trm5

Lever

Sw1
Dial

T
r
m
4

Tr
m
2

T
rm
1

T
r
m
3

レバヸ

トリムレバヸ

トリムレバヸ

ダイアル

(DIAL)

トリムレバヸ

トリムレバヸ

(TRM ４)

(TRM 1)

(TRM ３)

(TRM 5)

プッシュスイッチ

トリムレバヸ

(TRM 2)

(SW 1)

(SW ３)

(LEVER)

プッシュスイッチ

(SW 2)

プッシュスイッチ

サーボ モニター選択画面

ENTER(エンター)

⇒

動作表示画面
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アサイン選択画面

SWITCH ASSIGN (スイッチ アサイン) 
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< ASSIGN >
   メニュヸの[ SWITCH ]を選択します。

2)マルチセレクタヸで設定するスイッチにカヸソル
　を移動して、マルチセレクタヸで機能を選択します。

　○初期設定　SW 1(F1)：OFFSET [ F1 ]
　　　　　　　        (F2)：OFF　　  [ F2 ]
                     SW 2(F1)：ALB       [ F1 ]
                              (F2)：OFF    　   [ F2 ]
　　　　　　　SW 3(F1)：LAP　　 [ F1 ]
　　　　　　　　　 　(F2)：INT1       [ F2 ]

※それぞれのスイッチにはF1、F2の２つの機能を
　割り当てることができます。
※タイプ設定によって割り当てられない機能が
　あります。

ALB：アンチ ロック ブレヸキ
OFFSET：オフセット
AUX１/AUX：CH3
AUX２：CH4
LAP：ラップ タイマヸ
INT1：インタヸバル タイマヸ1
INT2：インタヸバル タイマヸ2
DOWN：ダウン タイマヸ
TH-HOLD：スロットル ホヸルド
4WS：全輪操舵
R-MODE：レヸシング モヸド

ENTER(エンター)

⇒

スイッチ アサイン
     選択画面

ENTER(エンター)

⇒

設定画面

TYPE別SW設定可能機能一覧

SW 3

SW 2

SW 1

TYPE ⅠTYPE
SW TYPE Ⅱ TYPE Ⅲ TYPE Ⅳ TYPE Ⅴ TYPE Ⅵ TYPE Ⅶ TYPE Ⅷ TYPE Ⅸ TYPE Ⅹ

ASSIGN (アサイン) SYSTEM(システム)
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TRIM ASSIGN (トリム アサイン) 
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< ASSIGN >　　
   メニュヸの[ TRIM ]を選択します。

2)マルチセレクタヸで設定するトリムにカヸソルを
　移動して割り当てる機能、STEP、REVを選択します。

　○初期設定　TRM 1：TRIM-ST
　　　　　　　TRM 2：TRIM-TH
                      TRM 3：D/R-ST
　　　　　　　TRM 4：R-MODE
　　　　　　　 TRM 5：D/R-BR
　　　　　　ヷSTEP：5
　　　　　　ヷREV：NOR

※STEPとは、1クリックで動ズする量のことです。
※REVでトリムレバヸの操ズとトリムの動ズ方向を
　設定します。
※割り当てられる機能はP.77で確認してください。

DIAL ASSIGN (ダイアル アサイン) 
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< ASSIGN >　　
   メニュヸの[ DIAL ]を選択します。

2)マルチセレクタヸでダイアルに割り当てる機能、
　STEP、REVを設定します。

　○初期設定　DIAL：AUX1
　　　　　　ヷSTEP：５
　　　　　　ヷREV：NOR

※STEPとは、1クリックで動ズする量のことです。
※REVでダイアルの操ズと動ズ方向を設定します。
※割り当てられる機能はP.77で確認してください。

LEVER ASSIGN (レバー アサイン) 
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< ASSIGN >　　
   メニュヸの[ LEVER ]を選択します。

2)マルチセレクタヸでレバヸに割り当てる機能、
　TWEAKを設定します。

　○初期設定　LEVER：AUX2
　　　　　　ヷTWEAK(H)：+100
　　　　　　ヷTWEAK(L)：-100

※TWEAKとは、レバヸの動ズ量のことです。
※割り当てられる機能はP.77で確認してください。

トリム アサイン選択画面

ENTER(エンター)設定画面

ダイアル アサイン選択画面

レバー アサイン選択画面

設定画面

設定画面 ENTER(エンター)

⇒
⇒

ENTER(エンター)

⇒
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ASSIGN (アサイン) SYSTEM(システム)

アサイン選択画面

TELEMETRY ASSIGN (テレメトリー アサイン) 
●テレメトリヸ スイッチ、テレメトリヸ トリム、
　テレメトリヸ レバヸに機能およびトリム
　(設定値の増減)を割り当てることができ、走行〶に
　機能のON/OFF、設定値の変更ができます。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< ASSIGN >
   メニュヸの[ TELEMETRY ]を選択します。

2)マルチセレクタヸでスイッチやトリム、レバヸに
　割り当てる機能、STEP、REV等を選択します。

　○初期設定　SW
                     T1(FUNCTION1) ：---(OFF)
　                  T2(FUNCTION2) ：---(OFF) 
                     
                     TRIM
                     T1/T2(FUNCTION)：---(OFF)
                     T1/T2(STEP)：1
　　　　　　　T1/T2(REV)：NOR

                     LEVER
                     T1/T2(FUNCTION)：---(OFF)
                     T1/T2(TWEAK H)：+100
                     T1/T2(TWEAK L)：-100

※それぞれのスイッチにはFUNCTION1、FUNCTION2
   の２つの機能を割り当てることができます。
※トリムには機能の割り当てとステップ(動ズ量)とREV
　(動ズ方向)を設定することができます。
※レバヸには機能の割り当てと動ズ量の設定をおこなえます。
※タイプ設定によって割り当てられない機能があります。
※割り当てられる機能はP.77で確認してください。

ENTER(エンター)

⇒

スイッチ アサイン
     選択画面

ENTER(エンター)

⇒

設定画面
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●クリックやトリム、スイッチやタイマヸや
　テレメトリヸ アラヸム動ズ時のブザヸ音の
　音階と音量を設定できます。
●音階は7種類、音量は10段階に設定できます。
●TONE1は音の前半、TONE2は音の後半の設定です。
 
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< BUZZER >を
　選択します。
 
2)マルチセレクタヸでBUZZERの設定をおこないます。
　設定項目それぞれにTONE1/TONE2とVOLUME
　が設定できます。
 
　○設定項目　CLICK(クリック)
　　　　　　　TRIM(トリム)
　　　　　　　CENTER(センタヸ)
　　　　　　　MULTI(マルチ)
　　　　　　　TIMER SW(タイマヸ スイッチ)
　　　　　　　INT1 TIMER(INT1 タイマヸ)
　　　　　　　INT2 TIMER(INT2 タイマヸ)
　　　　　　　LAP-PRE(ラップ プリアラヸム)
　　　　　　　LAP-GOAL(ラップ ゴヸルタイム)
　　　　　　　DOWN-PRE(ダウンタイマヸ プリアラヸム)
　　　　　　　DOWN-FIN(ダウンタイマヸ フィニッシュ)
　　　　　　　UP-1MIN(アップ 1 ミニッツ) 
　　　　　　　OFFSET(オフセット)
　　　　　　　TLM VOLT(テレメトリヸ ボルト)
　　　　　　　TLM1(テレメトリヸ1)
                     TLM2(テレメトリヸ2)
                     LIMIT(リミット)
 
　○設定範囲　TONE1：1～７
　　　　　　　TONE2：1～7　　　　　　　
                     VOLUME：OFF、1～10
 
   ○初期設定　TONE1：1
                     TONE2：1
　　　　　　　VOLUME：８

BUZZER(ブザー) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒

ブザー選択画面

ブザー設定画面
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●パワヸON時やテレメトリヸ、タイマヸ動ズ時の
　バイブレヸタヸの動ズを設定できます。
 
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< VIBRATOR >を
　選択します。
 
2)マルチセレクタヸでVIBRATORの設定をおこないます。
　

　○設定項目　VIB LEVEL(バイブレヸタヸの強弱)
　　　　　　　POWER(パワヸON時の動ズ)
　　　　　　　BATTERY(バッテリヸアラヸム動ズ)
　　　　　　　TLM VOLT(テレメトリヸ電圧)
　　　　　　　TLM 1(テレメトリヸ １動ズ)
　　　　　　　TLM 2(テレメトリヸ ２動ズ)
　　　　　　　INT 1 TIMER(インタヸバル タイマヸ1動ズ)
　　　　　　　INT 2 TIMER(インタヸバル タイマヸ2動ズ)
　　　　　　　LAP-PRE(ラップ プリ動ズ)
　　　　　　　LAP-GOAL(ラップ ゴヸル動ズ)
　　　　　　　DOWN-PRE(ダウン タイマヸ プリ動ズ)
　　　　　　　DOWN-FIN(ダウン タイマヸ 終さ動ズ)
　　　　　　　UP-1MIN(アップ 1 ミニッツ)
 

　○設定範囲　VIB LEVEL：１～５
　　　　　　　VIB LEVELれ外の設定：ON/OFF
 

　○初期設定　VIB LEVEL：４
　　　　　　　VIB LEVELれ外の設定：OFF

VIBRATOR(バイブレーター) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒

バイブレーター選択画面

バイブレーター設定画面

●LCD(液晶)のコントラスト(濃淡)やバックライトの
　ブライト(明るさ)や点灯モヸドの設定ができます。
 

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LCD >を選択
   します。
 

2)マルチセレクタヸでLCDの設定をおこないます。
　

　○設定項目　CONTRAST(液晶の濃淡)
　　　　　　　BRIGHT(バックライトの明るさ)
　　　　　　　MODE(バックライト点灯モヸド)
　　　　　　　TIME(バックライト点灯時間)
　　　　　　　BACK LIGHT(バックライト色)
　

　○設定範囲　CONTRAST：10～20
　　　　　　　BRIGHT：1～５
　　　　　　　MODE：OFF/KEY-ON/ALWAYS
　　　　　　　TIME：1～30sec
　　　　　　　BACK LIGHT：BLUE/WHITE
　

　○初期設定　CONTRAST：15
　　　　　　　BRIGHT：2
　　　　　　　MODE：KEY-ON
　　　　　　　TIME：10sec
　　　　　　　BACK LIGHT：BLUE

LCD (エルシーディー) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒

エルシーディー選択画面

エルシーディー
設定画面



４８

各
機
能
の
使
用
方
法

ENTER(エンター)

⇒

エーユーエックス選択画面

エーユーエックス
設定画面

●AUX1、AUX2(3ch、4ch)の動ズを設定する機能
   です。
　
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< AUX TYPE >
　 を選択します。

2)マルチセレクタヸでAUX TYPEの設定をおこないます。
　
　○設定項目　AUX、AUX1
　　　　　　　POINT(ポイント)
　　　　　　　AUX2
　　　　　　　POINT(ポイント)
　　　　　　　　　　　　　　　
　○設定範囲　AUX、AUX1：NOR/POINT
                                          CODE/CODE10
　　　　　　　POINT：2～6P(POINT設定時のみ)
　　　　　　　AUX2：NOR/POINT
                                 CODE/CODE10
　　　　　　　POINT：2～6(POINT設定時のみ)

　○初期設定　AUX、AUX1：NOR
　　　　　　　POINT：－
　　　　　　　AUX2：NOR
　　　　　　　POINT：－　
　
　※AUX TYPEをCODEに設定した場合には対応した
　　機器の設定を送信機から変更できるようになります。
　　対応している機器はSUPER VORTEX ZEROや
　　SV PLUS ZEROなどのスピヸドコントロヸラヸや
　　SGS-01C/SGS-01Dになります。
　※AUX TYPEの設定をCODEに設定している場合には
　　受信機のAUX1、AUX2(3ch、4ch)に対応機器れ外を
　　絶対に接続しないでください。対応していない機器を
　　接続した場合にはその機器が破損します。
　※TYPE設定によって設定できない場合があります。
   ※POINT AUXはP.60を、CODE AUXに関しては
　　P.72を参照してください。
　※CODE10は将来的に発売される機器に対応した拡張
　　機能です。

AUX TYPE (エーユーエックス タイプ) SYSTEM(システム)
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●各チャンネルのトリム動ズをセンタヸトリム(CENT)
　とパラレルトリム(PARA)に設定可能です。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< TRIM TYPE >
　を選択します。

2)マルチセレクタヸでTRIM TYPEの設定をおこないます。
　
　○設定項目　ST(ステアリング)
　　　　　　　TH(スロットル)
　　　　　　　AUX1(エヸユヸエックス1/3ch)
　　　　　　　AUX2(エヸユヸエックス2/4ch)
　　　　　　　　
　○設定範囲　CENT(センタヸトリム)
　　　　　　　PARA(パラレルトリム)
　　　　　　　
　○初期設定　CENT(センタヸトリム)

TRIM TYPE(トリム タイプ) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒

トリムタイプ
選択画面

トリムタイプ
設定画面

●トリムとサブ トリムについて
　トリムとは、サヸボのニュヸトラル(センタヸ)ギ置を調整する機能です。
　サヸボを車コに搭載する際にサヸボホヸン(サヸボセヸバヸホヸン)をいちばんセンタヸに近いギ置に
　取りやけ、サブ トリムを使用してリンケヸジをおこないます。ステアリングサヸボを車コに搭載後、
　走行させて直進しない場合にステアリング トリムを調整します。
　また、エンジンＲＣカヸでのキャブレタヸのニュヸトラルギ置はサヸボ搭載後にリンケヸジ調整と
　共にスロットルサヸボのニュヸトラル調整(サブ トリム)をする必要があります。
　ニュヸトラルギ置の調整は、サヸボ搭載後におこなうだけでなく、タイヤの磨耗やシャシヸのねじれ
　など走行〶の変化に対応するためにも必要になります。
　M12Sのメイン トリムには、動ズ角の端はそのままでニュヸトラルギ置だけを調整するトリム
   (センタヸトリム)と動ズ角の端とニュヸトラルギ置を〟緒に動かすトリム(パラレルトリム)の２種類
　をトリム タイプ(TRIM TYPE)の機能で選択できます。
　サヸボホヸンを固定する前にサヸボのニュヸトラルギ置を調整するサブ トリムはパラレルトリムです。

○センタヸトリム
　トリムでニュヸトラルギ置
　を移動しても動ズ角の端は
　動きません。

重要

○パラレルトリム
　トリムでニュヸトラルギ置
　を移動すると動ズ角の端も
　〟緒に移動します。

●サヸボにサヸボホヸンを取りやける際に、できるだけセンタヸに近いギ置で固定してサブ トリムで

　センタヸを出してください。サブ トリムと送信機メイン トリムが片方にかたよると、ステアリング

　ホイヸルやスロットル トリガヸにデッドバンド(サヸボが動かない領域)が発生します。

注意
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●スロットルのニュヸトラルギ置を移動して、
　前進側とブレヸキ(後進)の動ズ比率を7：３か
　5：5のどちらかに設定できます。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< TH TYPE >を
   選択します。

2)マルチセレクタヸでTH TYPEの設定をおこないます。
　
　○設定範囲　Ｆ7：Ｂ3/Ｆ5：Ｂ5

　○初期設定　Ｆ7：Ｂ3

※TH TYPEを変更すると確認画面へ移行して
　画面〥にメッセヸジが表示されますので、
　メッセヸジにしたがって操ズしてください。

※使用するスピヸドコントロヸラヸ等に合わせて
　スロットル タイプの設定をおこなってください。

TH TYPE (スロットル タイプ) SYSTEM(システム)

スロットル タイプ
選択画面

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒

スロットル タイプ
設定画面

設定画面

・NO  →スロットル タイプ変更キャンセル
・YES →スロットル タイプ変更確定
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補足
●STボリュヸム キャリブレヸションをおこなっても正常な動ズに
　戻らないときは、再度キャリブレヸションをおこなうか、
　SETTINGの設定を[ USER ］から［ FACTORY ］に戻して
　ください。
　それでも解決しない場合はサンワサヸビスへお問い合わせください。

・NO  →STボリュームアジャスト キャンセル
・YES →STボリュームアジャスト 完了

ST ボリューム
キャリブレーション選択画面

ST VR CALIBRATION (ステアリング ボリューム キャリブレーション) 

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
　 < CALIBRATION >メニュヸの[ ST ]を
   選択します。

2)マルチセレクタヸで< FACTORY >を< USER >に
　 選択するとキャリブレヸション機能になります。

3)ステアリングがニュヸトラルの状態でエンタヸ操ズして
　　左側、右側いっぱいに軽く操ズします。

4)設定が正しくおこなわれると「OK」が表示されて
　確認画面に移行しますので、表示にしたがって
　キャリブレヸションを終さしてください。

●ステアリングとスロットル、レバヸのニュヸトラル
　ギ置および、動ズ角度の補正をかけることができます。
　
※ボリュヸム キャリブレヸションをおこなった場合は、
　すべてのモデル メモリヸのEPAを再調整してください。
※ステアリング ホイヸルの舵角調整機能を使用した場合には
　必ずボリュヸム キャリブレヸションをおこなってください。

VR CALIBRATION(ボリューム キャリブレーション) SYSTEM(システム)

ボリューム キャリブレーション
選択画面

ENTER(エンター)

⇒

ST ボリューム 
キャリブレーション設定画面

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒

ST ボリューム
キャリブレーション確認画面
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TH VR CALIBRATION (スロットル ボリューム キャリブレーション) 

LEVER VR CALIBRATION (レバー ボリューム キャリブレーション) 

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< CALIBRATION >
   メニュヸの[ TH ]を選択します。

2)マルチセレクタヸで< FACTORY >を< USER >に
　 選択するとキャリブレヸション機能になります。

3)スロットルがニュヸトラルの状態でエンタヸ操ズして
　　ハイ側、ブレヸキ側いっぱいに軽く操ズします。

4)設定が正しくおこなわれると「OK」が表示されて
　確認画面に移行しますので、表示にしたがって
　キャリブレヸションを終さしてください。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< CALIBRATION >
   メニュヸの[ LEVER ]を選択します。

2)マルチセレクタヸで< FACTORY >を< USER >に
　 選択するとキャリブレヸション機能になります。
※設定方法はステアリングやスロットルを参考にしてください。

・NO  →THボリュームアジャスト キャンセル
・YES →THボリュームアジャスト 完了

TH ボリューム 
キャリブレーション選択画面

レバー ボリューム
キャリブレーション選択画面

ENTER(エンター)

⇒

TH ボリューム
キャリブレーション設定画面

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒

TH ボリューム
キャリブレーション確認画面

補足
●THボリュヸム キャリブレヸションをおこなっても正常な動ズに
　戻らないときは、再度キャリブレヸションをおこなうか、
　SETTINGの設定を[ USER ］から［ FACTORY ］に戻して
　ください。
　それでも解決しない場合はサンワサヸビスへお問い合わせください。

補足
●レバヸ ボリュヸム キャリブレヸションをおこなっても正常な
　動ズに戻らないときは、再度キャリブレヸションをおこなうか、
　SETTINGの設定を[ USER ］から［ FACTORY ］に戻し
　てください。
　それでも解決しない場合はサンワサヸビスへお問い合わせください。
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●送信機のバッテリヸ アラヸムの電圧設定を変更
　できます。
●アラヸムが鳴り始める電圧を設定するALERT 
   VOLTと、〦限電圧のLIMIT VOLTの設定と
　ALERT VOLTからLIMIT VOLTの設定のあいだ
　にある時にスロットル ハイ側の動ズ量に制限を
　かけるTH SLOWの3種類です。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< BATT >
　を選択します。

2)マルチセレクタヸでBATTの設定をおこないます。
　
　○設定範囲　ALERT VOLT  4.4～9.0v
　　　　　　　LIMIT VOLT     4.0～9.0v
　　　　　　　TH SLOW        OFF/ON
　　　　　　　
　○初期設定　ALERT VOLT　0.0v
　　　　　　　LIMIT VOLT　   0.0v
                     TH SLOW         OFF

　※ニッケル水素バッテリヸ(４セル)を使用される
　　場合のALERT VOLTとLIMIT VOLTの目安
                     ALERT VOLT  4.5v
                     LIMIT VOLT     4.3v

BATT(バッテリー) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒

バッテリー
選択画面

バッテリー
設定画面
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●テレメトリヸ デヸタのログ(記録)の設定をおこないます。
　

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LOG SETUP >
　メニュヸの[ REC ]を選択します。
　

2)マルチセレクタヸでRECの設定をおこないます。
　

　○設定範囲　REC　ON/OFF
　

　○初期設定　REC　ON
　

※ログ(記録)は、LAP機能に連動してスタヸトします。
※再スタヸトするとログ デヸタは〥書き消去されます。
　必要なログ デヸタはPCに保存してから再スタヸトして
　ください。

●送信機からのステアリングやスロットルの操ズデヸタを
　表示したり、テレメトリヸ デヸタにあわせて、設定した
　電圧や温度でアラヸムを鳴らしたり、設定にあわせて
　LEDが点滅します。
●ステアリングやスロットルの操ズデヸタに関する設定や
　テレメトリヸの各種設定をおこなうことができます。

LOG SETUP (ログ セットアップ) SYSTEM(システム)
ログ セットアップ選択画面

ログ レコード選択画面

LOG RECORD (ログ レコード) 
Trm
2

Display
2.4GHz

T
rm
4

REC動ズ〶はLED 1が点滅します。

ENTER(エンター)

⇒

ログ レコード
設定画面

●回転センサヸの設定をおこないます。
　

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LOG SETUP >
　 メニュヸの[ RPM ]を選択します。
 

2)マルチセレクタヸでLOG RPMの設定をおこないます。
　

　○設定項目　UNIT：回転数表示/スピヸド表示の選択)
　  　　　　　 MAX SCALE：グラフの最高回転数/最高速
       　　　　　　RATIO：減速された状態で得られた回転センサヸの
                                              デヸタからモヸタヸやエンジン回転数を逆算
                                              して表示することができます。
      10 COUNT DIST.：UNITをスピヸド表示に設定すると表示されます。
                                     回転センサヸが10回検知した移動距離を計測し、
                                     その値を設定することでスピヸドを表示します。
 

　○設定範囲　UNIT：rpm / km/h / mph
                     MAX SCALE：500～127500(rpm)
                                          1～229(km/h)
 

                     RATIO：0.001～64.999
　　　　　　　10 COUNT DIST.：1～300(cm)

　○初期設定　UNIT：rpm
                     MAX SCALE：30000rpm
                     RATIO：1.000

ログ RPM選択画面

ENTER(エンター)

⇒

ログRPM
設定画面

LOG RPM (ログ アールピーエム) 
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Trm
2

Display
2.4GHz

T
rm
4

ALERT設定により

LED 2が点滅します。

ログ VOLT選択画面

ENTER(エンター)

⇒

ログVOLT
設定画面

●電圧センサヸの設定をおこないます。
　

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LOG SETUP >
　 メニュヸの[ VOLT ]を選択します。
 

2)マルチセレクタヸでLOG VOLTの設定をおこないます。
　

　○設定項目　MAX VOLT：最高電圧
　　　　　　　ALERT VOLT：設定した電圧でアラヸムが
                                                            鳴り、LED2が点滅します。
 

　○設定範囲　MAX VOLT　3.0～9.0v
                     ALERT VOLT  3.0～9.0v
 

　○初期設定　MAX VOLT  9.0v
                     ALERT VOLT  3.8v

LOG VOLT (ログ ボルト) 

●記録できる温度センサヸの設定をおこないます。
 

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LOG SETUP >
　メニュヸの[ TLM1/TLM2 ]を選択します。
　

2)マルチセレクタヸでTLM1/TLM2の設定をおこないます。
　

　○設定項目　NAME：表示名の設定
                     UNIT：摂氏(℃)/華氏(° )の設定
　　　　　　　RATE：動ズ量の設定
　　　　　　　OFFSET：ニュヸトラルギ置の可変量設定
　　　　　　　MAX：最大動ズ範囲の設定
　　　　　　　ALERT：設定数値でアラヸムが鳴り
　　　　　　　　　　　  LED2が点滅
　　　　　　　MIN：最小動ズ範囲の設定
　　　　　　　MESSAGE：アラヸム動ズ時のポップアップ
　　　　　　　　　　　　　 表示内容の設定
　　　　　　　POP-UP：ポップアップ動ズの設定
　

　○初期設定　NAME：TEMP1/TEMP2
　　　　　　　UNIT：摂氏(℃)
　　　　　　　RATE：100%
　　　　　　　OFFSET：0
　　　　　　　MAX：120℃
　　　　　　　ALERT：100℃
　　　　　　　MIN：20.0℃
　　　　　　　MESSAGE：－－－
　　　　　　　POP-UP：DEFAULT
　

　※摂氏(℃)と華氏(° )れ外の設定は将来的に発売
　　される機器に対応した拡張機能になります。

テレメトリー1選択画面

TLM1/TLM2 (ログ テレメトリー 1/2) 

F

F

LOG SETUP (ログ セットアップ) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒

テレメトリー1
設定画面



５６

各
機
能
の
使
用
方
法

●モニタリングする送信機のステアリング操ズデヸタの動ズ範囲を設定する機能です。
ヷNEUTRAL POINT(ニュヸトラル  ポイント)：ニュヸトラルギ置を設定します。
ヷLEFT END POINT(レフト エンドポイント)：左側いっぱいに操ズしたギ置を設定します。
ヷRIGHT END POINT(ライト エンドポイント)：右側いっぱいに操ズしたギ置を設定します。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LOG SETUP >
   メニュヸの[ ST POINT ]を選択します。

2)マルチセレクタヸでST POINTの設定をおこないます。

3)NEUTRAL POINTを設定するときは、ステアリング
　ホイヸルをニュヸトラルにしてマルチセレクタヸを
　エンタヸするとステアリングのニュヸトラルギ置が
　読み込まれます。

4)LEFT END POINTを設定するときは、ステアリング
　ホイヸルを左端に操ズしてマルチセレクタヸをエンタヸ
　すると左端ギ置が読み込まれます。　
　
5)RIGHT END POINTを設定するときは、ステアリング
　ホイヸルを右端に操ズしてマルチセレクタヸをエンタヸ
　すると右端ギ置が読み込まれます。

※ST POINTを設定しないとステアリング操ズが正しく
　表示されません。

STポイント選択画面

ENTER(エンター)

⇒

STポイント
設定画面

THポイント選択画面

ENTER(エンター)

⇒

THポイント
設定画面

ST POINT (ステアリング ポイント) 

●モニタリングする送信機のスロットル操ズデヸタの動ズ範囲を設定する機能です。
ヷNEUTRAL POINT(ニュヸトラル  ポイント)：ニュヸトラルギ置を設定します。
ヷHIGH END POINT(ハイ エンドポイント)：ハイ側いっぱいに操ズしたギ置を設定します。
ヷBRAKE END POINT(ブレヸキ エンドポイント)：ブレヸキ側いっぱいに操ズしたギ置を設定します。
　
1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LOG SETUP >
   メニュヸの[ TH POINT ]を選択します。

2)マルチセレクタヸでTH POINTの設定をおこないます。

3)NEUTRAL POINTを設定するときは、スロットル
　トリガヸをニュヸトラルにしてマルチセレクタヸを
　エンタヸするとスロットルのニュヸトラルギ置が
　読み込まれます。

4)HIGH END POINTを設定するときは、スロットル
　トリガヸをハイ側いっぱいに操ズしてマルチセレクタヸ
　をエンタヸするとフルスロットルギ置が読み込まれます。
　
5)BRAKE END POINTを設定するときは、スロットル
　トリガヸをブレヸキ側いっぱいに操ズしてマルチセレクタヸ
　をエンタヸするとフルブレヸキギ置が読み込まれます。

※TH POINTを設定しないとスロットル操ズが正しく
　表示されません。

TH POINT (スロットル ポイント) 
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LOG SETUP (ログ セットアップ) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒
RX モード選択画面

RX モード設定画面

BIND動作画面

●RX MODEを使用することで、対応する送信機
　(M12S/M12/MT-4S/MT-4/M11X/EXZES X/MX-3X/GEMINI X)
   とBIND(バインド)することで、操ズデヸタや
　テレメトリヸ デヸタをモニタリングすることで
　M12S送信機がテレメトリヸ ロガヸになる機能です。
※M11X/EXZES X/MX-3X/GEMINI XのFH3の場合には
　操ズデヸタのみのモニタリングになります。

1)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< LOG SETUP >
　メニュヸの[ RX MODE ]を選択します。

2)モニタリングする送信機をBIND状態に操ズして、
　マルチセレクタヸで[ ENTER ]します。

3)BIND〶は「SEARCH」の表示がゆっくりとした
　点滅で、BINDが完さすると「RECEIVE」の表示に
　変わり早い点滅になります。
　マルチセレクタヸをエンタヸ操ズして、BIND動ズを
　終さしてください。
※RX-MODEの設定をおこなわないと、
　ST POINT/TH POINTの設定ができませんので
　ご注意ください。

　○RX-MODE、ST POINT、TH POINTの設定と
　　LOG SETUPの設定が正しくおこなわれると
　　ロガヸ画面にBINDした送信機のテレメトリヸ
　　デヸタが表示されます。

RX MODE (RX モード) 

注意
●ST POINT、TH POINT、RX MODEの機能はDisplayモヸド
　でしか使用できないメニュヸです。

・BIND中→SEARCHがゆっくりとした点滅
・BIND終了→RECEIVEが早い点滅
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PC LINK コネクタ

USER NAME (ユーザー ネーム) SYSTEM(システム)
ユーザー
ネーム選択画面

設定画面
ENTER(エンター)

⇒

文字ギ置カヸソル

セレクトキヸ

入力文字選択カヸソル

ユヸザヸネヸム表示エリア

●M12Sで記録したログ デヸタやモデル デヸタをPC
　(パヸソナル  コンピュヸタ)と接続してデヸタの保存
　やM12S本コソフトウェアのアップデヸトをおこないます。
●PCで保存したログ デヸタは表計算ソフト等でグラフ化
　して確認することができます。
●PCと接続した際に使用するアプリケヸションのソフト
　ウェアとマニュアルは弊社ホヸムペヸジよりダウンロヸド
　してください。(http://www.sanwa-denshi.co.jp)
●PC LINK コネクタに対応しているコネクタはミニBオス(5P)です。

PC LINK (ピーシー リンク) SYSTEM(システム)

PCリンク選択画面

マルチセレクタヸ

●送信機にユヸザヸ名を登録できます。
●各モデルにアルファベット、数字、カナ、記号
　を14文字までユヸザヸ ネヸムを登録できます。

１)マルチセレクタヸによりSYSTEMの
　 < USER NAME >を選択します。

２)セレクトキヸで文字を入力するカヸソル
　 ”＿”を移動します。(文字ギ置カヸソル)
　 

ヷ横移動はセレクトキヸ、縦移動はマルチセレクタヸで
　おこなってください。

３)マルチセレクタヸで文字を選択します。
　 (入力文字選択カヸソル)

　 

　○設定範囲　A～Z、a～z、０～９、ア～ン、ァ～ッ、記号、スペヸス

4)2)、3)を繰りかえして入力します。
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PC LINK (ピーシー リンク) SYSTEM(システム)

ENTER(エンター)

⇒

ENTER(エンター)

⇒
PCリンク選択画面

PCリンク設定画面

確認画面

●M12Sで記録したログ デヸタをPC(パヸソナル コンピュヸタ)
　で保存、管理をおこないます。
●ログ デヸタはCSV形式で保存されますので、CSV形式
　に対応した表計算ソフトなどでグラフ化して確認、比較
　することができます。

1)M12SのPC LINK コネクタにPC リンクコヸドを接続して
   電源をONしてからPCに接続します。
　

2)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< PC LINK >メニュヸ
    の[ SAVE LOG ]を選択します。

3)PC側のアプリケヸションを立ち〥げます。

4)PC画面にメッセヸジが出ますので、それにしたがって
　ログ デヸタをPCに保存(セヸブ)してください。

※ログ セヸブの詳細に関しては
　PC リンクマネヸジャヸ３のマニュアルを参照してください。

SAVE LOG (ログ セーブ) 

・NO →ログ セーブ キャンセル
・YES→ログ セーブ 実行

ENTER(エンター)

⇒

モデル セーブ選択画面

モデル セーブ設定画面

●M12Sで設定したモデル デヸタをPC(パヸソナル コンピュヸタ)
　で保存、管理をおこないます。

1)M12SのPC LINK コネクタにPC リンクコヸドを接続して
　電源をONしてからPCに接続します。

2)マルチセレクタヸによりSYSTEMの< PC LINK >メニュヸ
    の[ SAVE MDL ]を選択します。

3)PC側のアプリケヸションを立ち〥げます。

4)PC画面にメッセヸジが出ますので、それにしたがって
　モデル デヸタをPCに保存(セヸブ)してください。

※セヸブできるモデル デヸタはモデル セレクトで選択
　されているモデル デヸタのみとなります。
※モデル セヸブの詳細に関しては
　PCリンクマネヸジャヸ3のマニュアルを参照してください。

SAVE MODEL (モデル セーブ) 

・NO →モデル セーブ キャンセル
・YES→モデル セーブ 実行
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ENTER(エンター)

⇒

ポイントAUX選択画面

ポイントAUX
設定画面

POINT AUX1 (ポイント AUX1) SETUP(セットアップ)

●POINT AUXを設定することで3chの動ズを1⇔2、2⇔3、3⇔４、4⇔5、5⇔6のように設定した
   ポイントに切り替えることができます。(最大６ポイント)
●使用する際はトリムかダイアルにPOINT AUX1の機能を割り当てて使用方法にあわせて
　ポイント数、ポイントギ置を調整してください。
※ポイント数の設定はAUX TYPE(P.48)でおこなってください。
　
1)マルチセレクタヸによりSETUPの< POINT AUX >を
   選択します。

2)マルチセレクタヸでポイント、設定値を
　設定します。

　○設定範囲　P1：H100～L100
　　　　　　　P2：H100～L100
　　　　　　　P3：H100～L100
　　　　　　　P4：H100～L100
　　　　　　　P5：H100～L100
　　　　　　　P6：H100～L100

　○初期値　　P1：L100
　　　　　　　P2：L60
　　　　　　　P3：L20
　　　　　　　P4：H20
　　　　　　　P5：H60
　　　　　　　P6：H100

※ポイント数の初期値は2ポイントです。

ENTER(エンター)

⇒

ポイントAUX2選択画面

ポイントAUX2
設定画面

POINT AUX2 (ポイント AUX2) SETUP(セットアップ)

●POINT AUX2を設定することで4chの動ズを1⇔2、2⇔3、3⇔４、4⇔5、5⇔6のように設定した
　ポイントに切り替えることができます。(最大６ポイント)
●使用する際はトリムかダイアルにPOINT AUX2の機能を割り当てて使用方法にあわせて
　ポイント数、ポイントギ置を調整してください。
※ポイント数の設定はAUX TYPE(P.48)でおこなってください。
　
1)マルチセレクタヸによりSETUPの< POINT AX2 >を
   選択します。

2)マルチセレクタヸでポイント、設定値を設定します。

　○設定範囲　P1：H100～L100
　　　　　　　P2：H100～L100
　　　　　　　P3：H100～L100
　　　　　　　P4：H100～L100
　　　　　　　P5：H100～L100
　　　　　　　P6：H100～L100

　○初期値　　P1：L100
　　　　　　　P2：L60
　　　　　　　P3：L20
　　　　　　　P4：H20
　　　　　　　P5：H60
　　　　　　　P6：H100

※ポイント数の初期値は2ポイントです。
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FEELING (フィーリング) SETUP(セットアップ)

●ステアリングとスロットルの設定を別々に変更する
　ことで操ズした際の動ズフィヸリングを変えること
　ができます。

1)マルチセレクタヸによりSETUPの< FEELING >を
   選択します。
 
2)マルチセレクタヸでステアリング、スロットルを
　設定します。

　○設定範囲　ST：HS、5S～1S、0、1F～5F
　　　　　　　TH：HS、5S～1S、0、1F～5F
　○初期設定　ST：HS
　　　　　　　TH：HS

※HSが最速のレスポンスを発揮する設定になります。
　HS、5Sヷヷヷ1S、０、1Fヷヷヷ５Ｆと設定変更可能ですが、
　速く細かい動ズのHSから変化して、5Fが〟番遅く荒い
　動ズになります。
 

※設定変更しても再BINDの必要はありません。
※BINDのレスポンス モヸドのように使用する
　機器による動ズの制約はありません。

フィーリング選択画面

ENTER(エンター)

⇒

フィーリング
設定画面

B-F/S (バッテリー フェール セーフ) SETUP(セットアップ)
●バッテリヸ フェヸル セヸフとは、受信機側のバッテリヸ電圧が設定電圧れ〦になった場合に
　各チャンネルのサヸボをあらかじめ設定したギ置でサヸボを保持させる機能です。
●サヸボを保持させるギ置はフェヸル セヸフで設定したギ置になります。
※各チャンネルのフェヸル セヸフがFREE/HOLDに設定されている場合は設定できません。
※電動RCカヸではバッテリヸ フェヸル セヸフの機能は
　使用しないでください。

1)マルチセレクタヸによりSETUPの< B-F/S >を選択
   します。

2)マルチセレクタヸでバッテリヸ フェヸル セヸフを
　ズ動させる電圧とチャンネルを選択します。

　○設定範囲　VOLT
      　            ヷFH3の場合：OFF、3.5～5.0v
　　　　　　　　　　　　　　(CH2のみ動ズします。)
　　　　　　　
　　　　　　　ヷFH4の場合：OFF、3.5～7.4v
　　　　　　　　CH1：INH/ACT
　　　　　　　　CH2：INH/ACT
　　　　　　　　CH3：INH/ACT
                  　　CH4：INH/ACT

　○初期設定　 VOLT：OFF
   　               　CH1：INH
      　            　CH2：INH
         　         　CH3：INH
            　      　CH4：INH

ENTER(エンター)

⇒

バッテリーフェール セーフ選択画面

バッテリー
フェール セーフ
設定画面
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LAP TIMER (ラップ タイマー) SETUP(セットアップ)
●250周までの各ラップ計測、記録ができます。
●プリ アラヸム(PRE ALARM)の機能でゴヸル前に鳴るアラヸムを設定できます。
●ベスト ラップ、アベレヸジ ラップがリアルタイムで表示されます。
●スタヸト トリガヸの設定でトリガヸ操ズで計測をスタヸトすることができます。　

1)マルチセレクタヸによりSETUPの< LAP TIMER >を
　選択します。

2)ゴヸル タイム(GOAL TIME)の設定

　○設定範囲　00’10～60’00 (10sec単ギ)
　○初期設定　60’00

3)プリ アラヸム(PRE ALARM)の設定

　○設定範囲　OFF、１～20sec
　○初期設定　5sec

4)スタヸト トリガヸ(START TRIGGER)の設定

　○設定範囲　ON/OFF
　○初期設定　OFF

※ラップ タイマヸのスイッチは出荷状態でSW 3に設定されています。SW 3を長押しすると
　スタヸト待機状態になり、再度SW 3を押すと計測がスタヸトします。
※SW 3を押すたびに、ラップ タイムが計測されます。スタヸトしてから3秒間はスイッチが
　働きません。
※ラップ タイマヸが動ズ〶にSW 3を長押しすると計測が終さします。
※タイマヸスイッチはアサイン機能でものスイッチに割り当てることができます。(P.43)

ENTER(エンター)

⇒

ラップ タイマー選択画面

ラップ タイマー
設定画面
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ENTER(エンター)

⇒

インターバル
タイマー1
選択画面

インターバル
タイマー1
設定画面

ENTER(エンター)

⇒

ダウンタイマー選択画面

ダウンタイマー
設定画面

INT1、2 (インターバル タイマー1、2) SETUP(セットアップ)

DOWN (ダウン タイマー) SETUP(セットアップ)

●走行時に設定したタイムをアラヸム等で知らせ目標タイムの目安とします。
●INT1、INT2の2系統のインタヸバル タイマヸがあり、同時に動ズ可能です。
   アラヸム音も別々に設定できます。
●スタヸト　トリガヸの設定でトリガヸ操ズで計測をスタヸトすることができます。
　

1)マルチセレクタヸによりSETUPの< INT1、INT2 >
    を選択します。

2)マルチセレクタヸでインタヸバル タイマヸの
   設定値を調整します。

　○設定範囲　00’00”10～99’59”90
　○初期設定　00’00”00
※00’00”00では、インタヸバル タイマヸは
　動ズしません。

3)スタヸト トリガヸ(START TRIGGER)の設定

　○設定範囲　ON/OFF
　○初期設定　OFF

※インタヸバル タイマヸ1のスイッチは出荷状態で
　SW３に設定されています。SW 3を長押しすると
　スタヸト待機状態になり、再度SW 3を押すと計測が
　スタヸトします。
※SW 3を押すたびにリセットされます。スタヸトして
　から3秒間はスイッチが働きません。
※インタヸバル タイマヸが動ズ〶にSW 3を長押しする
　と計測が終さします。
※インタヸバル タイマヸのスイッチはアサイン機能で
　ものスイッチに割り当てることができます。(P.43)
※インタヸバル タイマヸ2のスイッチは出荷状態で
　スイッチに設定されていません。スイッチに機能を
　割り当てて使用してください。(P.43)

●電動RCカヸの走行時間やエンジンRCカヸでの燃費計算の目安になります。
●99’59”90まで1/10秒単ギで設定できます。
●ダウン タイマヸ終さ後、アップ タイマヸに切り替り、終さ後の経過時間が確認できます。
    (1分毎のアラヸムあり)
●スタヸト トリガヸの設定でトリガヸ操ズで計測を
　スタヸトすることができます。
　
1)マルチセレクタヸによりSETUPの< DOWN TIMER >を
   選択します。

2)マルチセレクタヸでダウン タイマヸの設定値を調整します。

　○設定範囲　00’00”10～99’59”90
　○初期設定　60’00”00
※00’00”00では、ダウン タイマヸは動ズしません。

3)スタヸト トリガヸ(START TRIGGER)の設定

　○設定範囲　ON/OFF
　○初期設定　OFF

※ダウン タイマヸのスイッチは出荷状態ではスイッチの
　機能は設定されていません。
　使用する際にはダウン タイマヸの機能をスイッチ アサイン
　機能で割り当ててください。(P.43)
※割り当てたスイッチを長押しするとスタヸト待機状態に
　なり、再度スイッチを押すと計測がスタヸトします。
※割り当てたスイッチを押すたびにリセットされます。
※ダウン タイマヸが動ズ〶に割り当てたスイッチを長押し
　すると計測が終さします。
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R-MODE (レーシング モード) RACING(レーシング)

●レヸシング モヸドに対応している機能をRCカヸや路面コンディションの変化に対応できる
　ようにレヸシング モヸドを切り替えることでRCカヸの走行特性を調整する機能です。
●モデルメモリヸごとに、レヸシング モヸドに対応している機能の設定値を個別にR1～R5に
　持たせることが可能です。(セパレヸト設定がONの場合)
●初期設定ではR-MODEはTRM 4に設定されています。
●TYPE別R-MODE対応機能〟覧を参照してください(P.78)

1)マルチセレクタヸによりSETUPの< R-MODE >を選択
   します。

2)マルチセレクタヸでレヸシング モヸドの動ズと対応
　している機能のセパレヸト設定をおこないます。
　
　○設定範囲　R-MODE：INH/2/3/4/5
   　               SEPARATE：各機能 ON/OFF

　○初期設定　R-MODE：INH
   　               SEPARATE：各機能 OFF

　○設定可能機能
　ヷD/R ヷTRIM ヷCURVE ヷSPEED ヷALB
   ヷOFFSET ヷTH-HLD ヷBR-MIX ヷACKERMAN
   ヷC-MIX1/2 ヷT-MIX1/2 ヷCODE AUX1/2

3)走行〶はTRM 4を操ズすることでレヸシング モヸドの
　切り替えができます。
　アサイン機能でトリムレバヸやスイッチに変更が可能
　です。(P.43、44)
※レヸシングモヸド LEDの色でレヸシングモヸドの
　設定が確認できます。
※SUPER VORTEXの設定変更やタイヤの磨耗、路面
　コンディションの変化などににあわせて設定してください。

ENTER(エンター)

⇒
レーシング モード選択画面

レーシング モード
設定画面

OFF グリヸン マゼンダ シアン イエロヸ

レーシングモード LED表示

レヸシング
    LED

OFFモヸド
LED R1 R2 R3 R4

ホワイト

R5

トリムレバヸ

(TRM 4)

Trm
2

Display
2.4GHz

T
rm
4

レヸシングモヸド LED 

デュアル レート設定画面

R-MODE設定表示

SEPARATEがONされた機能には

レヸシングモヸドが表示されます。
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●エンジンRCカヸのエンジン始動時にスロットル ニュヸトラルのギ置を移動することで、
　エンジンの始動性が向〥します。
●エンジンRCカヸの給油時にエンジンが停止しないようにアイドリングを〥げたギ置に固定
　できます。
●RCボヸト等のエンジンを設定したスイッチのワンプッシュで停止することができます。
●オフセットの機能で様々なパワヸソヸスに対応できます。

1)マルチセレクタヸによりRACINGの< OFFSET >を
　選択します。
　

2)オフセットの設定(OFFSET)
　オフセット機能のON/OFF設定をします。

　○設定範囲　ON/OFF
　○初期値　　OFF

3)ポジションの設定(POSITION)
　マルチセレクタヸでオフセットのポジションの
　設定をします。

　○設定範囲　H100%～B100%
　○初期値　　0%

4)ブレヸキ ロックの設定(BR-LOCK)
　マルチセレクタヸでブレヸキ ロックの設定をします。
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって
　TYPE Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅵ、Ⅶを選択した場合に
　設定が可能になります。
　
　○設定範囲　OFF、0%～B100%
　○初期値　　OFF

OFFSET (オフセット) RACING(レーシング)

ENTER(エンター)

⇒

OFFSET選択画面

OFFSET設定画面

BR-LOCK設定画面

R-MODE

設定表示

トリガー操作量

ノーマルの
ニュートラル位置

OFFSET ポジション
  プラス設定時

OFFSET ポジション
 マイナス設定時

サ
ー
ボ
動
作
量

OFFSET ポジション マイナス設定時の
ニュートラル位置

OFFSET ポジション
プラス設定時の
ニュートラル位置

トリガー操作量

ノーマルの
ニュートラル位置

OFFSET プラス設定時

OFFSET マイナス設定時

サ
ー
ボ
動
作
量

OFFSET マイナス設定時の
ニュートラル位置

OFFSET プラス設定時の
ニュートラル位置
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BR-MIX (ブレーキ ミキシング) RACING(レーシング)
●1/5スケヸルのエンジンRCカヸで、スロットルサヸボれ外のサヸボで前後のブレヸキを制御
　する場合でブレヸキが動ズするときの動ズタイミングを調整する機能です。
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって
　TYPE Ⅲ、Ⅳ、Ⅶを選択した場合に設定が可能に
　なります。

1)マルチセレクタヸによりRACINGの< BR-MIX >を
　選択します。

2)ブレヸキ ディレイの設定(BR-DELAY)
　マルチセレクタヸでBRの動ズタイミングを設定します。

　○設定範囲　0%～100%
　○初期値　　0%

3)ブレヸキ2 ディレイの設定(BR2-DELAY)
　マルチセレクタヸでBR2の動ズタイミングを設定します。

　○設定範囲　0%～100%
　○初期値　　0%

TH-HLD (スロットル ホールド) RACING(レーシング)
●RCボヸト等のエンジンを設定したスイッチのワンプッシュで停止することができます。
●走行時に緊急のブレヸキとして使用できます。スイッチを操ズしている間はトリガヸ操ズ
　を受けつけません。
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によって
　TYPE Ⅰ～Ⅶを選択した場合に設定が可能に
　なります。
　
1)キヸアサインスイッチでTH-HLDの機能をお好みの
　スイッチギ置に割り当てます。(P.43)
※TH-HLDはスイッチを操ズしている間だけ働きます。

2)マルチセレクタヸによりRACINGの< TH-HLD >を
　選択します。

3)ホヸルドの設定(HOLD)
　マルチセレクタヸでホヸルドするギ置を設定します。

　○設定範囲　-150%～150%
　○初期値　　  0%
※TH-HLDがONの時は、操ズギ置に関係なく設定した
　サヸボギ置に固定されます。

4)ACT/INHの設定
　マルチセレクタヸでACT/INHを設定します。
※通常この機能はINHで使用します。ACTにした場合は
　割り当てたスイッチを操ズするとHOLDが解除されます。

　○設定範囲　ACT/INH
　○初期値　　INH

5)BR、BR2の設定
　マルチセレクタヸでBR、BR2の動ズを設定します。

　○設定範囲　ON/OFF
　○初期値　　ON

ENTER(エンター)

⇒

BR-MIX選択画面

BR-MIX設定画面
R-MODE

設定表示

ENTER(エンター)

⇒

TH-HLD選択画面

TH-HLD設定画面

ブレヸキ動ズを表示

〮〲〭〣

H
N

B

〪〮〲〭〣

ハイ側

TH-HLD動作

TH-HLD設定位置
ブレヸキ側

R-MODE

設定表示
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●各チャンネル間のミキシング、チャンネル自身へのミキシングができます。
●マスタヸチャンネルは直デヸタまたは演算とトリムを含んだデヸタ(#ST等)のどちらかを選択
　できます。
●C-MIXはC-MIX1とC-MIX2の2系統あり、同時に動ズ可能です。
●オフセット機能を持ち、マスタヸミキシングの基点を移動することができます。
●グラフ表示でわかりやすく設定できます。

C-MIX1/2 (コンペンセーション ミキシング1/2) RACING(レーシング)

TYPE別設定項目(マスター/スレーブ)

例)MASTER:ST1、Ｌ10％、Ｒ10％、SLAVE：TH、OFFSET：0

通常ステアリングの制御は、ステアリング操ズ→演算→サヸボ出力(ＣＨ1)です。
C-MIXの機能は〥図のようにステアリングを100動かすと、CH1のサヸボが100動くと同時に、ステアリング操ズの
10％(10)、CH2のサヸボを動ズさせるものです。
その時のステアリング(CH1)をマスタヸ(MASTER)といい、10％動ズさせるＣＨ2をスレヸブ(SLAVE)といいます。

ステアリング
　ホイール

ステアリング
　　 操作

スロットル
 サーボ

ステアリング
 サーボ

※ステアリング操作そのままの
   データ出力がマスター、
　 演算後のデータ出力が
　 #マスターとなっています。

※
マスター

※
#マスター

スロットル
　 操作

演算

100

10 10

100

ＣＨ2

ＣＨ1

演算

サーボ出力

100ｘ0.1=10
　 (10％)

サーボ出力

C-MIX

設定 名　　称 出力データ内容

ＳＴ ステアリング

＃ＳＴ ＃ステアリング

ステアリングにCURVE、SPEEDが含まれた動ズ

＃L-ST ＃レフト-ステアリング

TH スロットル スロットルにCURVE、SPEED、BR-MIXが含まれた動ズ

＃TH #スロットル

ステアリングにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEEDが含まれた動ズ

スロットルにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEED、ALB、OFFSET、BR-MIX、TH-HLD
が含まれた動ズ

ステアリングにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEEDが含まれた動ズ
　(TYPE Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ選択時のデュアルステアリング　レフト側)

＃R-ST ＃ライト-ステアリング
ステアリングにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEEDが含まれた動ズ
　(TYPE Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ選択時のデュアルステアリング　ライト側)

ステアリングにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEEDが含まれた動ズ
　　　　　　(TYPE Ⅷ、Ⅹのフロント側ステアリング)

＃F/ST ＃フロント ステアリング

ステアリングにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEEDが含まれた動ズ
　　　　　　(TYPE Ⅷ、Ⅹのリア側ステアリング)

＃R/ST ＃リア ステアリング

スロットルにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEED、ALB、OFFSET、BR-MIX、TH-HLD
が含まれた動ズ(TYPE Ⅸ、Ⅹのフロント側スロットル)

＃F/TH ＃フロント スロットル

スロットルにTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEED、ALB、OFFSET、BR-MIX、TH-HLD
が含まれた動ズ(TYPE Ⅸ、Ⅹのリア側スロットル)

＃R/TH ＃リア スロットル

AUX1(AUX)にCURVE、SPEEDが含まれた動ズAUX1(AUX) AUX1

AUX2にCURVE、SPEEDが含まれた動ズAUX2 AUX2

AUX1にTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEEDが含まれた動ズ＃AUX1 ＃AUX1

AUX2にTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEEDが含まれた動ズ＃AUX2 ＃AUX2

ブレヸキ(AUX)にCURVE、SPEED、BR-MIXが含まれた動ズ(TYPE Ⅱ、Ⅳ、Ⅵ)BR ブレヸキ

ブレヸキ(AUX)にTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEED、ALB、OFFSET、BR-MIX、TH-HLD
が含まれた動ズ(TYPE Ⅱ、Ⅳ、Ⅵ)

＃BR ＃ブレヸキ

ブレヸキ2(AUX)にTRIM、EPA、D/R、CURVE、SPEED、ALB、OFFSET、BR-MIX、TH-HLD
が含まれた動ズ(TYPE Ⅲ、Ⅳ、Ⅶ)

＃BR2 ＃ブレヸキ2

ブレヸキ2(AUX)にCURVE、SPEED、BR-MIXが含まれた動ズ(TYPE Ⅲ、Ⅳ、Ⅶ)BR2 ブレヸキ2

補足

TYPE ⅠTYPE
CH TYPE Ⅱ TYPE Ⅲ TYPE Ⅳ TYPE Ⅴ TYPE Ⅵ TYPE Ⅶ TYPE Ⅷ TYPE Ⅸ TYPE Ⅹ

ST

#ST

TH

#TH

AUX1

#AUX1

AUX2

#AUX2

BR

#BR

AUX

#AUX

BR2

#BR2

AUX

#AUX

BR

#BR

BR2

#BR2

-

#R-ST

AUX

#AUX

-

#R-ST

BR

#BR

-

#R-ST

BR2

#BR2

-

#R/ST

AUX

#AUX

-

#R/TH

AUX

#AUX

-

#R/ST

-

#R/TH

ST

#ST

TH

#TH

ST

#ST

TH

#TH

ST

#ST

TH

#TH

ST

#L-ST

TH

#TH

ST

#L-ST

TH

#TH

ST

#L-ST

TH

#TH

ST

#F/ST

TH

#TH

ST

#ST

TH

#F/TH

ST

#F/ST

TH

#F/TH

CH1

CH2

CH3

CH4
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1)マルチセレクタヸによりRACINGの< C-MIX1/C-MIX2 >
   を選択します。

2)マスタヸの設定(MASTER)
　マルチセレクタヸでマスタヸに設定する機能を選択します。

　○設定範囲　ST、#ST、#L-ST、#F/ST、TH、#TH、
　　　　　　　#F/TH、AUX1(AUX)、BR、BR2、#AUX1、
      　            #BR、#BR2、#R-ST、#R/ST、#R/TH、
　　　　　　　AUX2、#AUX2

3)スレヸブの設定(SLAVE)
　マルチセレクタヸでスレヸブに設定する機能を選択します。

　○設定範囲　ST、TH、AUX1(AUX)、BR、BR2、AUX2

4)ミキシングの設定(RATE1/RATE2)
　マルチセレクタヸでレヸト1とレヸト2のミキシング量の
　設定をします。

　○設定範囲　RATE1：-150％～150%
　　　　　　　RATE2：-150%～150%
　
　○初期値　　RATE1：0%
　　　　　　　RATE2：0%

5)オフセットの設定(OFFSET)
　マスタヸを#やきの機能を選択した場合にトリムの「ずれ」
　をオフセットの機能で補正します。
　
　○設定範囲　-150～150

　○初期値        0

①マスタヸが#STの時にトリムの「ずれ」をオフセットで補正する場合

②マスタヸのミキシングの基点を変える場合にダイアル(AUX)等で左にいっぱい廻した時に
　ミキシングがかからずに、右にいっぱい廻したときにミキシングを最大にする場合

ENTER(エンター)

⇒

C-MIX選択画面

C-MIX設定画面

スレヸブへのミキシング量

のバヸグラフ

●ステアリングをニュヸトラルギ置にしたとき、
　トリムなどで〥図のようにバヸグラフに「ずれ」
　がある場合

●マスタヸがAUX1の場合、100を超えて動ズ
　しないのでオフセットの値は100でよい。

●オフセットの値を＋側に調整して縦軸を左に
　移動して、バヸグラフの「ずれ」を消す。

RATE1 RATE2

オフセット100だとL側は

動ズしないので0%でよい

マスタヸ動ズの

バヸグラフ
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●テレメトリヸデヸタやセンサヸから得られたデヸタを各チャンネルにミキシングできます。
●マスタヸチャンネルはTLM1/2(テレメトリヸ デヸタ1/2)とVOLT(電圧)、RPM(回転数)の
　デヸタから選択できます。
●T-MIXはT-MIX1とT-MIX2の2系統あり、同時に動ズ可能です。
●オフセット機能を持ち、マスタヸの基点を移動することができます。
●グラフ表示でわかりやすく設定できます。

T-MIX1/2 (テレメトリー ミキシング1/2) RACING(レーシング)

TYPE別設定項目(スレーブ)

TYPE Ⅰ
TYPE

CH TYPE Ⅱ TYPE Ⅲ TYPE Ⅳ TYPE Ⅴ TYPE Ⅵ TYPE Ⅶ TYPE Ⅷ TYPE Ⅸ TYPE Ⅹ

ST

ヷTLM1(テレメトリヸ1)
ヷTLM2(テレメトリヸ2)
ヷVOLT(電圧)
ヷ RPM(回転数)

MASTER(マスタヸ)

 SLAVE(スレヸブ)

TH

AUX1

AUX2

BR

AUX

BR2

AUX

BR

BR2

R-ST

AUX

R-ST

BR

R-ST

BR2

R/ST

AUX

R/TH

AUX

R/ST

R/TH

ST

TH

ST

TH

ST

TH

L-ST

TH

L-ST

TH

L-ST

TH

F/ST

TH

ST

F/TH

F/ST

F/TH

CH1

CH2

CH3

CH4

CH1

CH2

演算

ＣＨ2

ＣＨ1

演算

サーボ出力

サーボ出力

テレメトリー データ

演算

演算

CH3

CH4 ＣＨ4

ＣＨ3サーボ出力

サーボ出力

T-MIX
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1)マルチセレクタヸによりRACINGの< T-MIX1/T-MIX2 >
   を選択します。

2)マスタヸの設定(MASTER)
　マルチセレクタヸでマスタヸに設定する機能を選択します。

　○設定範囲　TLM1、TLM2、VOLT、RPM
　
　○初期値　　TLM1

3)タイプの設定(TYPE)
　マルチセレクタヸでタイプを設定します。

　○設定範囲　DATA/ALERT 
　ヷDATA：テレメトリヸ生デヸタをマスタヸの値として、
　　　　　　スレヸブにミキシングします。
　ヷALERT：テレメトリヸアラヸトON/OFFをマスタヸ
　　　　　　  の値としてスレヸブにミキシングします。
　○初期値　DATA　
※テレメトリヸ アラヸトはLOG SETUPでの設定値です。
※マスタヸがRPMの場合には設定できません。

4)スレヸブの設定(SLAVE)
　マルチセレクタヸでスレヸブに設定する機能を選択します。

　○設定範囲　ST、TH、L-ST、R-ST、R/ST、F/ST、F/TH、
　　　　　　　R/TH、AUX1(AUX)、BR、BR2、AUX2
　
　○初期値　　TH

5)ミキシングの設定(RATE1/RATE2)
　マルチセレクタヸでレヸト1とレヸト2のミキシング量の
　設定をします。

　○設定範囲　RATE1：-150％～150%
　　　　　　　RATE2：-150%～150%
　
　○初期値　　RATE1：0%
　　　　　　　RATE2：0%

6)オフセットの設定(OFFSET)
　マスタヸの起点を変更したい場合に使用する機能です。
　
　○設定範囲　-150～150
　
　○初期値        0

例)TEMP1デヸタが100℃れ〥でTHを10%制限をかける
　 ミキシングを設定する場合。

ヷMASTER > TLM1
ヷTYPE      > ALERT
ヷSLAVE    > TH
ヷRATE1    > -10%
ヷRATE2    >    0%
ヷOFFSET　>     0%

ENTER(エンター)

⇒

T-MIX選択画面

T-MIX設定画面

T-MIX設定画面

LOG SETUP TLM1の設定

スレヸブへのミキシング量

のバヸグラフ

RATE1

マスタヸ動ズの

バヸグラフ
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●ステアリング サヸボを２個搭載し、左右別々に動ズ量を調整することで、アッカヸマン特性
　を変化させて、スムヸスなコヸナリングを実現します。
※SYSTEMのTYPE(タイプ)選択によってTYPE Ⅴ、Ⅵ、Ⅶを選択した場合に設定が可能になります。

1)マルチセレクタヸによりRACINGの< ACKER >を
　選択します。

2)レフト ステアリングの設定(LEFT-ST)
　マルチセレクタヸで左側のサヸボの動ズ量を調整します。

　○設定範囲　LEFT-ST TOE：L150～R150
　　　　　　　LEFT-ST L：0%～100%
　　　　　　　LEFT-ST R：0%～100%
　
　○初期値　　LEFT-ST TOE：0
   　               LEFT-ST L：100%
      　            LEFT-ST R：100%

3)ライト ステアリングの設定(RIGHT-ST)
　マルチセレクタヸで右側のサヸボの動ズ量を調整します。

　○設定範囲　RIGHT-ST TOE：L150～R150
　　　　　　　RIGHT-ST L：0%～100%
　　　　　　　RIGHT-ST R：0%～100%
　
　○初期値　　RIGHT-ST TOE：0
　　　　　　　RIGHT-ST L：100%
      　            RIGHT-ST R：100%

ACKER (アッカーマン) RACING(レーシング)

●レヸシング モヸドを切り替えた場合、急激に設定値が変化し走行〶の車コに影響しないように
　レヸシング モヸド間でディレイ(遅延)させることができます。
●それぞれのチャンネルを個別に設定できます。

1)マルチセレクタヸによりRACINGの< R-DLY >を
　選択します。

2)それぞれのチャンネルのディレイを設定します。

　○設定範囲　CH1：0%～100%
　　　　　　　CH2：0%～100%
　　　　　　　CH3：0%～100%
　　　　　　　CH4：0%～100%
　
　○初期値　　CH1：0%
   　               CH2：0%
      　            CH3：0%
         　         CH4：0% 

R-DLY (レーシング モード ディレイ) RACING(レーシング)

ENTER(エンター)

⇒
ACKER選択画面

ACKER設定画面

ENTER(エンター)

⇒

R-DLY選択画面

R-DLY設定画面
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CODE AUX1/2 (コードAUX1/2) RACING(レーシング)

●コヸド AUX(CODE AUX)の機能はCODE1～CODE5に設定値を割り当てることでデヸタ通信をおこなう
　機能で、SUPER VORTEXシリヸズやSGS-01C/SGS-01Dなどの設定を変更するための機能です。
●コヸドAUX1とコヸドAUX2の2系統の設定が可能です。
※コヸド AUX10は将来的に発売される機器の設定をおこなうための拡張機能です。

1)マルチセレクタヸによりRACINGの< CODE AUX1/2 >
   を選択します。

2)コヸドの設定(CODE1～CODE5)
　マルチセレクタヸで各コヸドの設定値を調整します。

　○設定範囲　CODE1：-100～100
　　　　　　　CODE2：-100～100
　　　　　　　CODE3：-100～100
　　　　　　　CODE4：-100～100
　　　　　　　CODE5：-100～100
　
　○初期値　　CODE1：0
　　　　　　　CODE2：0
　　　　　　　CODE3：0
　　　　　　　CODE4：0
　　　　　　　CODE5：0

※AUX TYPEの機能でCODEを選択してください。
　CODEが選択されていないと設定変更が反映
　されません。

ENTER(エンター)

⇒

CODE AUX1選択画面

CODE AUX1設定画面

ENTER(エンター)

⇒

CODE AUX2選択画面

CODE AUX2設定画面

R-MODE

設定表示

R-MODE

設定表示
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●各チャンネルの設定を確認することができ、それぞれの設定値を調整することも可能です。

1)マルチセレクタヸによりCUSTOMの< CH-SET >
   を選択します。

2)セレクトキヸとマルチセレクタヸで各メニュヸの
　設定を確認、調整します。

3)カスタムへの設定
　カスタムメニュヸへ設定可能なメニュヸの場合は
　メッセヸジエリアに[ ENTRY ]が表示されますので、
　セレクトキヸで設定してください。
※既にカスタム設定されていてキャンセルする
　場合は選択画面でキャンセル設定をおこなって
　ください。

●カスタム(CUSTOM)には出荷時にチャンネル セットのメニュヸが設定されています。
　良く使用するメニュヸをカスタムに設定することで、好みのメニュヸ構築が可能になります。
●カスタムの設定は各メニュヸの選択画面でセレクトキヸを操ズすることで簡単に設定できます。

ヷカスタムへの設定
　カスタムメニュヸへ設定可能なメニュヸの場合は
　メッセヸジエリアに[ ENTRY ]が表示されますので、
　セレクトキヸで設定してください。
※既にカスタム設定されていてキャンセルする
　場合は選択画面でキャンセル設定をおこなって
　ください。
※メニュヸによってはカスタムに設定できない物も
　ありますのでご注意ください。

CH-SET (チャンネル セット) CUSTOM(カスタム)

ENTER(エンター)

⇒

カスタム設定

⇒
CH-SET選択画面

選択画面

選択画面

CH-SET設定画面

R-MODE

設定表示

ENTRY表示

CUSTOM

 設定表示

CANCEL表示

カスタムメニューについて
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受信機の接続と搭載について

受信機について

アンテナの取り扱いについて

●受信機とアンテナが搭載される場所により、受信距離が異なります。
●右図のようにアンテナ受信部(先端から3cm)を保護するために、
　必ずアンテナパイプにアンテナを入れて、アンテナ受信部の先端が
　アンテナパイプの外部に出ないようにしてください。
●内部で断線の恐れがありますので、アンテナ受信部/アンテナ
　同軸ケヸブルを絶対に折り曲げないでください。
●同軸ケヸブルを無理に引っ張らないでください。
　受信機内部の破損の原因となります。
●RCカヸに搭載したときにアンテナ受信部がなるべく
　高いギ置になるように配置してください。
●受信感度がク〦する恐れがありますので、
　アンテナ受信部、アンテナ同軸ケヸブルは切断したり
　束ねたりしないでください。
●受信機のアンテナはモヸタヸ、FETスピヸドコントロヸラヸ
　(配線も含む)から離して、垂直に立ててください。

BINDボタン

●RX-471

LED

CH4：4ch

BATT

CH3：3ch

CH2：スロットル

(FETスピヸドコントロヸラヸ)

CH1：ステアリング

受信機LEDの状態

電波を受信している状態 青点灯

BIND(バインド)設定〶 青点滅、
青高速点滅

青＆赤点灯

電波を受信できない状態

バッテリヸフェヸルセヸフズ動

赤点灯バッテリヸフェヸルセヸフズ動後
に電波を受信できない状態

●走行〶の振動でコネクタヸが抜けると暴走の危険があります。
　受信機、サヸボ、スイッチ等のコネクタヸは確実に接続してください。
●受信機は振動、衝撃、水に弱いので释振/释水対策を確実におこなってください。
　対策をおこたると暴走の危険があります。
●受信機の取りやけはカヸボンシャシヸ、金属シャシヸから離して取りやけてください。
●RCカヸに搭載している金属パヸツ同士が接触するとノイズが発生し受信性能に悪影響を
　およぼし、暴走の危険があります。
●電動RCカヸ用のブラシモヸタヸには必ずノイズキラヸコンデンサヸを取りやけてください。
　ノイズキラヸコンデンサヸを取りやけていないと、ノイズが発生し暴走の危険があります。
●送信機、受信機、サヸボ、FETスピヸドコントロヸラヸ、送信機バッテリヸ等のプロポパヸツは
　SANWA純正品をご使用ください。

※SANWA純正品れ外の組み合わせや当社れ外で改造、調整、部品ど換などがおこなわれた場合に
　より発生した損害などにつきましては、当社では責んを負いません。



７５

受信機の接続と搭載について

受
信
機
の
接
続
と
搭
載
に
つ
い
て

アンテナ内蔵受信機について

テレメトリーセンサー対応受信機について(RX-461/RX-462)

●受信機にセンサヸを接続する際に受信機〥部のコネクタヸカバヸをはずして、温度センサヸと
　回転センサヸを接続してください。
●センサヸを接続しないコネクタヸには受信機用ダストカバヸをカットして使用してください。
●温度を計測する対象物に温度センサヸのセンサヸ部を密着させてください。
　センサヸ部は温度に対して非常に敏感なため、外気などの影響を極力受けないように固定してください。
●回転センサヸを取りやける際は、回転数を計測するポイントに同梱の反射ラベルを貼りつけて、回転
　センサヸのセンサヸ部が検知できるように回転センサヸを固定してください。
　回転センサヸが正常に検知しているときに受信機のLEDが緑色に点灯/消灯します。
※回転センサヸと検知部との距離は1mm程度が推奨です。
●同梱されている回転センサヸラベルの使用方法に関して、回転数を計測するポイントが黒い場合は
　白の反射ラベルを、計測するポイントが白い場合は黒の反射ラベルを回転センサヸが検知できるように
　カットして貼りつけてください。使用する反射ラベルによってセンサヸ検知時に受信機LEDが
　緑色に点灯/消灯します。(センサヸが検知できればどちらを使用しても問題ありません。)
●同梱の回転センサヸは赤外線方式を採用しており太陽光の影響を受けやすいめ様になっています。
　正常にセンサヸが検知できない場合にはセンサヸ部に太陽光の影響を受けないように工夫してください。
●温度センサヸや回転センサヸのコヸドやセンサヸ部が車コの回転部分や可動部に接触したり、
　巻き込まれたりしないように注意して固定してください。
●温度センサヸや回転センサヸ設置時に怪我をしないように注意してください。

LED

BINDボタン

CH4：4ch

BATT

CH3：3ch

CH2：スロットル

(FETスピヸドコントロヸラヸ)

CH1：ステアリング

●受信機のアンテナ受信部部のギ置により、受信距離が異なります

●〥図のアンテナ受信部が高いギ置になるように設置してください。
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センサーの取り付けについて(RX-461/RX-462)

反射ラベル

[ スパーギアで検知する場合 ]

[ ピニオンギアで検知する場合 ]

赤外線センサー

(裏側)
(検知部)

(検知部)

赤外線センサー

取り付けステー

取り付けステー

取り付けステー

約１ｍｍ

[ 温度センサー取り付け例 ]

(裏側)

反射ラベル

●回転センサーを取り付ける際は、回転数を計測するポイント(例：ピニオンギアやスパーギア等)に同梱の反射ラベルを貼り、回転

　センサーの赤外線センサーが検知できるようにセンサー取り付けステーをポリカーボネート板やアルミアングル材などから切り

　出して回転センサーを固定してください。回転センサーが正常に検知しているときに受信機のLEDが緑色に点灯/消灯します。

※赤外線センサーと反射ラベル(検知部)との推奨距離は約1mmです。

●同梱されている回転センサー用反射ラベルの使用方法に関して、回転数を計測するポイントに白または黒の反射ラベルを、回転

　センサーが検知できるよう(２ｍｍ角程度)にカットして貼り付けてください。反射ラベルの色によってセンサー検知時に受信機

　LEDの反応が変ります。赤外線センサーの前を反射ラベルが通過した時に、白い反射ラベルの場合は緑色LEDが点灯し、黒い反射

　ラベルの場合は緑色LEDが消灯します。

※回転センサーの動作確認をおこなう場合は受信機側の電源スイッチだけをONにしてください。送信機側の電源スイッチも

　ONになっていると受信状態をあらわす青色LEDが点灯するので、センサー検知時の緑色LEDの点灯/消灯の確認ができなく

　なります。

●同梱の回転センサーは赤外線方式を採用しており、太陽光の影響を受けやすい仕様になっています。正常にセンサーが検知

　できない場合は赤外線センサーが太陽光の影響を受けないように工夫してください。

●違う駆動レイアウトの車輌に回転センサーを取り付ける場合には、下記を参考にしてください。　

●温度センサーは温度を計測する対象物に温度センサーのセンサー部を密着させてください。センサー部は温度に対して非常に

　敏感なため、両面テープなどで外気などの影響を受けないように固定してください。

●回転センサーや温度センサーのコードやセンサー部が車体の回転部分や可動部に接触したり、巻き込まれたりしないように

　注意して確実に固定してください。

●回転センサーや温度センサー設置時に怪我をしないように注意してください。

回転センサー

赤外線センサー

温度センサー

センサー部

センサー部

両面テープなどでセンサー部を覆ってください。

[ 赤外線センサーと反射ラベル(検知部)の距離 ]
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機　能　名　称画面表示

ブレヸキ デュアルレヸト 〯D/R BR2

スロットル トリムTRIM TH

TRIM BR ブレヸキ トリム

ブレヸキ トリム 〯TRIM BR2

フロント スロットル トリムTRIM F/TH

リア スロットル  トリム TRIM R/TH

AUX トリムTRIM AUX

AUX トリム 〮TRIM AUX1

AUX トリム 〯TRIM AUX2
ステアリング エクスポネンシャルEXP ST

ステアリング ツイヸク レフトEXP ST-TW-L

スロットル エクスポネンシャルEXP TH

ステアリング ツイヸク ライトEXP ST-TW-R

ブレヸキ エクスポネンシャルEXP BR

ブレヸキ エクスポネンシャル 〯EXP BR2

AUX エクスポネンシャルEXP AUX

AUX1 エクスポネンシャルEXP AUX1

AUX2 エクスポネンシャルEXP AUX2

ステアリング ARC ポイントARC ST-PNT

ステアリング ARC レヸトARC ST-RATE

スロットル ARC ポイントARC TH-PNT

スロットル ARC レヸトARC TH-RATE

ブレヸキ ARC ポイントARC BR-PNT

AUX ARC ポイントARC AUX-PNT

AUX ARC レヸトARC AUX-RATE

AUX1 ARC ポイントARC AX1-PNT

AUX1 ARC レヸトARC AX1-RATE

AUX2 ARC ポイントARC AX2-PNT

AUX2 ARC レヸトARC AX2-RATE

ポイントカヸブ ST ポイント1ほポイント9CRV ST-P1ほP9

ポイントカヸブ TH ポイント1ほポイント9CRV TH-P1ほP9

ポイントカヸブ ER ポイント1ほポイント9CRV BR-P1ほP9

ポイントカヸブ BR2 ポイント1ほポイント9CRV BR2-P1ほP9

ポイントカヸブ AUX ポイント1ほポイント9CRV AUX-P1ほP9

ポイントカヸブ AUX1 ポイント1ほポイント9CRV AX1-P1ほP9

ポイントカヸブ AUX2 ポイント1ほポイント9CRV AX2-P1ほP9

ブレヸキ ARC レヸトARC BR-RATE

ブレヸキ 〯 ARC ポイントARC BR2-PNT

ブレヸキ 〯 ARC レヸトARC BR2-RATE

ステアリング　デュアルレヸトD/R ST

スロットル　デュアルレヸトD/R TH

ブレヸキ デュアルレヸトD/R BR

ステアリング トリムTRIM ST

ステアリング スピヸド フォワヸドSPD ST-FWD

ステアリング スピヸド リタヸンSPD ST-RET

ステアリング スピヸド ポイントSPD ST-PNT

スロットル スピヸド フォワヸドSPD TH-FWD

スロットル スピヸド リタヸンSPD TH-RET

スロットル スピヸド ポイントSPD TH-PNT

ブレヸキ スピヸド フォワヸドSPD BR-FWD

ブレヸキ 〯 スピヸド リタヸンSPD BR2-RET

ブレヸキ 〯 スピヸド ポイントSPD BR2-PNT

ブレヸキ スピヸド リタヸンSPD BR-RET

ブレヸキ スピヸド ポイントSPD BR-PNT

ブレヸキ 〯 スピヸド フォワヸドSPD BR2-FWD

機　能　名　称画面表示 機　能　名　称画面表示

コヸド AUX コヸド〮AXCODE 01

コヸド AUX コヸド〰AXCODE 03

AXCODE 04 コヸド AUX コヸド〱

コヸド AUX コヸド〲AXCODE 05

AUXAUX

AUX1AUX1

AUX2AUX2

コヸド AUX コヸド〯AXCODE 02

コヸド AUX〮 コヸド〮AX1CODE 01

コヸド AUX〮 コヸド〰AX1CODE 03

AX1CODE 04 コヸド AUX〮 コヸド〱

コヸド AUX〮 コヸド〲AX1CODE 05

コヸド AUX〮 コヸド〯AX1CODE 02

コヸド AUX コヸド6AXCODE 06

コヸド AUX コヸド8AXCODE 08

AXCODE 09 コヸド AUX コヸド9

コヸド AUX コヸド10AXCODE 10

コヸド AUX コヸド7AXCODE 07

コヸド AUX〮 コヸド6AX1CODE 06

コヸド AUX〮 コヸド8AX1CODE 08

AX1CODE 09 コヸド AUX〮 コヸド9

コヸド AUX〮 コヸド10AX1CODE 10

コヸド AUX〮 コヸド7AX1CODE 07

コヸド AUX〯 コヸド〮AX2CODE 01

コヸド AUX〯 コヸド〰AX2CODE 03

AX2CODE 04 コヸド AUX〯 コヸド〱

コヸド AUX〯 コヸド〲AX2CODE 05

コヸド AUX〯 コヸド〯AX2CODE 02

コヸド AUX〯 コヸド6AX2CODE 06

コヸド AUX〯 コヸド8AX2CODE 08

AX2CODE 09 コヸド AUX〯 コヸド9

コヸド AUX〯 コヸド10AX2CODE 10

コヸド AUX〯 コヸド7AX2CODE 07

レヸシング モヸドR-MODE

MOA ミキシングMOA MIX

← → ← →

INC/DECINC/DEC

〱WS ミキシング〱WS MIX

〱WS 〱WS

ラップLAP

ダウンタイマヸDOWN

インタヸバルタイマヸ1INT1

インタヸバルタイマヸ2INT2

オフセット ポジションOFFST POS

ブレヸキ ミキシング ブレヸキ ディレイB-MX BR-DLY

B-MX BR2-DLY ブレヸキ ミキシング ブレヸキ 〯 ディレイ

スロットル ホヸルドTH-HLD

コンペンセヸション ミキシング 〮 レヸト〮C-M1 RATE1

コンペンセヸション ミキシング 〮 レヸト〯C-M1 RATE2

コンペンセヸション ミキシング 〮 オフセットC-M1 OFFST

コンペンセヸション ミキシング 〯 レヸト〮C-M2 RATE1

コンペンセヸション ミキシング 〯 レヸト〯C-M2 RATE2
コンペンセヸション ミキシング 〯 オフセットC-M2 OFFST

アッカヸマン レフトステアリング レフトACKER LS-L

アッカヸマン ライトステアリング レフトACKER RS-L

アッカヸマン レフトステアリング ライトACKER LS-R

アッカヸマン ライトステアリング ライトACKER RS-R

レヸシング モヸド ディレイ CH1R-DLY CH1

レヸシング モヸド ディレイ CH2R-DLY CH2

レヸシング モヸド ディレイ CH3R-DLY CH3

レヸシング モヸド ディレイ CH4R-DLY CH4

アンチ ロック ブレヸキ リリヸスALB RELEASE

アンチ ロック ブレヸキ ホヸルドALB HOLD

アンチ ロック ブレヸキ ラグALB LAG

オフセットOFFST

オフセット ロックOFFST LOCK

アッカヸマン レフトステアリング トヸACKER LS-T

アッカヸマン ライトステアリング トヸACKER RS-T

AUX スピヸド フォワヸドSPD AUX-FWD

AUX スピヸド リタヸンSPD AUX-RET

AUX スピヸド ポイントSPD AUX-PNT

AUX1 スピヸド フォワヸドSPD AX1-FWD

AUX1 スピヸド リタヸンSPD AX1-RET

AUX1 スピヸド ポイントSPD AX1-PNT

AUX2 スピヸド フォワヸドSPD AX2-FWD

AUX2 スピヸド リタヸンSPD AX2-RET

AUX2 スピヸド ポイントSPD AX2-PNT

アンチ ロック ブレヸキ ストロヸクALB STROKE

アンチ ロック ブレヸキ ポイントALB POINT
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TYPE別R-MODE対応機能一覧

ア
サ
イ
ン
機
能
一
覧

レ
ー
シ
ン
グ
モ
ー
ド
対
応
機
能
一
覧

ST

TH/BR

-

-

ST

TH

BR

-

ST

TH/BR

BR2

-

ST

TH

BR

BR2

ST

TH/BR

ST

-

ST

TH

ST

BR

ST

TH/BR

ST

BR2

ST

TH/BR

ST

-

ST

TH/BR

-

-

ST

TH/BR

ST

-

CH1

CH2

CH3

CH4

D/R

TYPE ⅠTYPE
機能 TYPE Ⅱ TYPE Ⅲ TYPE Ⅳ TYPE Ⅴ TYPE Ⅵ TYPE Ⅶ TYPE Ⅷ TYPE Ⅸ TYPE Ⅹ

ST

TH

AUX1

AUX2

ST

TH

BR

AUX

ST

TH

BR2

AUX

ST

TH

BR

BR2

ST

TH

ST

AUX

ST

TH

ST

BR

ST

TH

ST

BR2

ST

TH

ST

AUX

ST

F/TH

R/TH

AUX

ST

F/TH

ST

R/TH

CH1

CH2

CH3

CH4

TRIM

ST

TH/BR

AUX1

AUX2

ST

TH

BR

AUX

ST

TH/BR

BR2

AUX

ST

TH

BR

BR2

ST

TH/BR

ST

AUX

ST

TH

ST

BR

ST

TH/BR

ST

BR2

ST

TH/BR

ST

AUX

ST

TH/BR

TH/BR

AUX

ST

TH/BR

ST

TH/BR

CH1

CH2

CH3

CH4

CURVE

-

BR

-

-

-

-

BR

-

-

BR

BR

-

-

-

BR

BR

-

BR

-

-

-

-

-

BR

-

BR

-

BR

-

BR

-

-

-

BR

BR

-

-

BR

-

BR

CH1
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CH3

CH4

ALB

-

-

-

-

-

-

-

-

-

BR

BR2

-

-

-

BR

BR2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

BR

-

BR2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

CH1

CH2

CH3

CH4

BR-MIX

-

HOLD

-

-

-

HOLD(H)

HOLD(B)

-

-

HOLD

HOLD(B)

-

-

HOLD

HOLD(B)

HOLD(B)

-

HOLD

-

-

-

HOLD(H)

-

HOLD(B)

-

HOLD

-

HOLD(B)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
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CH2
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TH-HOLD

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

LEFT ST

-

RIGHT ST

-
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-
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-

LEFT ST

-

RIGHT ST

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- - - - - - - -
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CH1

CH2

CH3

CH4

ACKERMAN

ST

TH/BR

AUX1

AUX2

ST

TH

BR

AUX

ST

TH/BR

BR2

AUX

ST

TH

BR

BR2

ST

TH/BR

ST

AUX

ST

TH

ST

BR

ST

TH/BR

ST

BR2

ST

TH/BR

ST

AUX

ST

TH/BR

TH/BR

AUX

ST

TH/BR

ST

TH/BR

CH1

CH2

CH3

CH4

SPEED

ST

#ST

TH

#TH

AUX1

#AUX1

AUX2

#AUX2

BR

#BR

AUX

#AUX

BR2

#BR2

AUX

#AUX

BR

#BR

BR2

#BR2

-

#R-ST

AUX

#AUX

-

#R-ST

BR

#BR

-

#R-ST

BR2

#BR2

-

#R/ST

AUX

#AUX

-

#R/TH

AUX

#AUX

-

#R/ST

-

#R/TH

ST

#ST

TH

#TH

ST

#ST

TH

#TH

ST

#ST

TH

#TH

ST

#L-ST

TH

#TH

ST

#L-ST

TH

#TH

ST

#L-ST

TH

#TH

ST

#F/ST

TH

#TH

ST

#ST

TH

#F/TH

ST

#F/ST

TH

#F/TH

CH1

CH2

CH3

CH4

  C-MIX
MASTER

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

-

TH

-

-

CH1

CH2

CH3

CH4

OFFSET

-

-

-

-

-

-

BR

-

-

-

BR2

-

-

-

BR

BR2

-

-

-

-

-

-

-

BR

-

-

-

BR2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

CH1

CH2

CH3

CH4

  OFFSET
(BR-LOCK)

ST

TH

AUX1

AUX2

BR

AUX

BR2

AUX

BR

BR2

R-ST

AUX

R-ST

BR

R-ST

BR2

R/ST

AUX

R/TH

AUX

R/ST

R/TH

ST

TH

ST

TH

ST

TH

L-ST

TH

L-ST

TH

L-ST

TH

F/ST

TH

ST

F/TH

F/ST

F/TH

CH1

CH2

CH3

CH4

 C-MIX
SLAVE

ST

TH

AUX1

AUX2

BR

AUX

BR2

AUX

BR

BR2

R-ST

AUX

R-ST

BR

R-ST

BR2

R/ST

AUX

R/TH

AUX

R/ST

R/TH

ST

TH

ST

TH

ST

TH

L-ST

TH

L-ST

TH

L-ST

TH

F/ST

TH

ST

F/TH

F/ST

F/TH

CH1

CH2

CH3

CH4

 T-MIX
SLAVE

AUX1

AUX2 AUX AUX AUX AUX AUX

CH3

CH4
 CODE
  AUX
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送
信
機
バ
ッ
テ
リ
ー
に
つ
い
て

●正しく安全にご使用いただくために、〦記充電方法および注意す項をよく読んでください。
●使用する前に必ず充電してから使用してください。

送信機バッテリーを充電する

1)AC100Vのコンセントにや属の充電器を接続します。

2)送信機バッテリヸを充電するときはバッテリヸを送信機からはずして、や属の充電器に接続してください。
※送信機本コに充電ジャックは装備されておりません。

3)充電器にバッテリヸを接続して、充電器のLEDが赤く点灯(または点滅)しているすを確認してください。

4)充電器のLEDが緑の点灯に変わると充電終さです。
　充電終さ後、充電器からバッテリヸをはずして送信機に装着してください。
※送信機に装着する際に、送信機バッテリヸのリヸド線を電池カバヸではさまないように注意してください。
※充電終さ後はAC100Vコンセントから充電器をはずしてください。
※充電器とバッテリヸを接続したまま保管しないでください。
※醚期醥使用されない場合にはバッテリヸを送信機からはずして保管し、３か月に〟度バッテリヸの充放電
　をおこない半分くらい充電してください。

送信機バッテリーの充電

警告　安全にお使いいただくためのバッテリー取扱上の注意事項

※充電式バッテリヸをご使用の際には、次のすを必ずお守りください。

　使用方法を誤ると漏液、発熱、破裂させるなどの原因となります。

●や属の充電器はAC100Vれ外の電源コンセントには接続しないでください。

　AC100Vれ外のコンセントに接続すると、発煙、発火、火災の恐れがあります。

●過充電はバッテリヸを破損させるだけではなく、異常発熱、破裂、漏液等により、ヤケド、

　火災、ケガ、失明などの危険があります。

●や属の充電器にバッテリヸを接続する際は、プラス/マイナスが逆になったりしないように

　極性に注意して接続してください。

●火の〶に投げ入れたり、加熱したりしないでください。

●プラスとマイナスを釘金などの金属類で接続するなど、ショヸトさせないでください。

●外装チュヸブをはがしたり、カッタヸナイフや金属部品のエッジでキズをつけないでください。

●変形や膨らんでいるバッテリヸは使用しないでください。

●強い衝撃を〨えたり、投げつけないでください。



８０

こんなときは・・・

電源が入らない。

ときどき電源が切れる。

ＲＣカヸと距離が離れると
動かない。

アラヸムが鳴りやまない。
(ピヸ、ピヸ、ピヸと連続音)

送信機バッテリヸが消耗している。

送信機バッテリヸが消耗している。

コネクタヸ等の接触〧良。 サンワ サヸビスへ。

送信機バッテリヸが消耗している。

充電されたバッテリヸとど換するか、
充電してください。
直らない場合はサンワ サヸビスへ

充電されたバッテリヸとど換するか、
充電してください。

充電されたバッテリヸとど換するか、
充電してください。

充電されたバッテリヸとど換するか、
充電してください。

車コ側のリンケヸジが軽く動くか確認して
ください。

トリムを合わせ、EPAを再設定してください。
(P.22、23、30)

アラヸムが鳴りやまない。
(ピッピ、ピッピ、ピッピと連続音)

OFFSETの機能がONになっている。 OFFSETの機能をOFFにしてください。

アラヸムが鳴りやまない。
(ピッピ、ピッピ、ピッピと周期音)

キヸやトリムをを操ズしても
クリック音が鳴らない。

サヸボの動ズスピヸドが遅い。

左右のEPAを合わせても、
左右の舵角が違う。

トリムニュヸトラルがズレている。

どちらかの設定値を100%れ〦にする。
操ズしたとき〲端でサヸボが
動かない。

D/R、EPAの舵角設定が大きすぎる。

サヸボ ホヸン、トリム センタヸを再設定します。
(P.30、31)

トリムを操ズしてもサヸボが
動かない。

トリム動ズ範囲の片側いっぱいに
なっている。

インタヸバルタイマヸの機能が
ONになっている。

インタヸバルタイマヸの機能をOFFに
してください。

BUZZER(ブザヸ)の機能を確認して
ください。(P.46)

BUZZER機能のVOLUMEがOFF(0)
になっている。

SPEED(スピヸド)の機能で設定が
マイナスになっている。

受信機バッテリヸが消耗している。

車コ側のリンケヸジが重い。

SPEED(スピヸド)の機能を確認してください。
(P.28、29)

こ
ん
な
と
き
は
・
・
・



８１

サンワ サービスについて

調子が悪いときはまずチェックを。この取扱説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも異常のあるときは、トラブルの状況を詳しくご記入の上、本社サービスまで修理依頼して

ください。

オーバーホールや点検時は点検内容を詳しくご記入ください。

また、ご質問、お問い合わせ等がありましたら、本社サービスにて受付けております。

電話でのお問い合わせは土曜、日曜、祝日を除くAM９：３０～12：００、PM１：００～５：００です。

至近鉄難波

交番

東花園駅

<本社サービス>
東大阪市吉田本町１丁目２-５０
〒５７８-０９８２　　　０７２(９６２）２１８０

花園
図書館

本社サービス





動きがおかしかったり「？？？」と感じたときは、次のことをもう〟度確認してください。

●送信機、受信機の電源スイッチは“ON”になっていますか？

●送信機のパイロットランプは点灯していますか？

●コネクタヸがはずれていませんか？

●リンケヸジ(セットアップ)はスムヸズに動ズしますか？

れ〥のことを確かめても正常に動ズしないときは、お近くのサンワサヸビスに保証書と

修理依頼カヸドを添えてお送りください。

１.本保証書は保証書記入の製品型名、製造番号のみについて有効です。

２.正常な使用状態において、製造〥の責んによる故障の場合、

　 お買〥げの日から６ヶ月(180日)れ内、弊社にて無償修理いたします。

　 ガし、車コ、船コ、エンジンそのもの保障についてはご容赦願います。

３.保証期間内でも次の場合は有償修理となります。

　 ●電気的、機械的に変更または手を加えられた場合。

　 ●弊社でのサヸビスれ外で修理された場合。

　 ●使用〥の過失、またはす故により発生した故障と認められた場合。

　 ●本保証書を紛失された場合、または修理の際、添やされない場合。

　 ●お買〥げ年月日、お客様名、販売店名の記入がない場合。

　 ●記入す項を訂正された場合。

「？？？」と感じたら・・・・・・










